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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vo1.36,No.4,1937

人 工 氣 胸 経 過 中 ノ 肋 膜 液

Nicklas,JohnM.,Franklin,R.Maxwell.andZavod,

WilliamA..PleuralFluidintheCourseofArtificial

Pneumothorax.

人 工 氣 胸 二 併 獲 ス ル 肋 膜 瀦 溜 液 ノ 性 質

Mayer,Edgar.andDworkin,Martin:Natureof

PleuralEffusionsComplicatingArtificialPneumoth・

orax.

氣 胸 二併 號 ス ル肋 膜瀦 溜 液 ノ研 究 二於 テ、ソ ノ液 ノ登

生 、 経 過 、治 療 二關 シテ ・・今 日デ ノ・意 見 が一 致 シテ居

ル が、 ソ ノ原 因 及 ビ豫 防 二關 スル 意 見 ・・尚 非 常 ナ差 違

力。アルo

氣胸 二併 登スル 瀦溜液 ・・善通漏出液 ト滲 出液 トノニ

種 デ アル が、漏出液 ・・呼吸作用 ノ攣化及 ビ氣胸 ニ ヨソ

テ起 ル循環 力學 ノ攣動 二原 因スル 胸 内液 ノ循環障碍

ヲ現 ハ シ、滲出液 ・・肺 ノ攣化 が直接肋膜 ヲ侵 ス事 ヲア

ラノ・スモ ノデ、漏 出液モ氣胸 術 ノ経 過 中二肋膜 二結核

性塗化 が起 レバ滲 出液二憂化 スルモ ノデ アル。

而 シテ氣胸 二併 合スル肋膜 溜瀦液 ノ大 多鍛 ノ・漏 出液

デアル ト述 べ、次デ瀦溜液 ノ登 生 二關 シ種 々意見 ヲ述

べ、次 ・機 二結論 シテ居 ル
。

a.肺 及肋腔 内瞳 ヲ過度 二攣 ヘル 様 ナ部分 的虚脱 ノ・

氣胸 二併 合ス ノレ肋膜瀦 溜液 ヲックル 主要 ナ 因子 デア

ノL!o

b・ 臓 器 ノ機 能 的 活 動 ハ肺 中 ノ循 環 的 員 据 ヲ培 加 ス ル

タ メ・ 瀦 溜 液 ヲ ツク ル 因 子 ノ数 力 ヲ非 常 二 培 大 ス ル
。

(,念 激 二 、 叉 ハ過 度 二腿 ヲ墾 動 ～もル 事 ヲ避 ケル様 二

注 意 シ テ氣胸 ヲ取 扱 フ事 及 ビ 数 果 的 氣胸 ヲ 作 成 スル

期 間 中運 動 ヲ制 限 スル 事 ・・肋 膜 瀦 溜 液 ヲ豫 防 ス ル 最

モ 重 要 ナ虜 置 デ アル。(宇 多 野 小 川 抄)

人 工 氣 胸 二於 ケ ル 大量 ノ肋 膜 瀦 溜 液

Rosenblatt,MiltonB.:MassivePleuralEffusions

inArtificialPneumothorax.

大 學 生 二 於 ケ ル結 核 ノ五 年 間 ノ 回顧

Ferguson,LeeH.:AFive・YearReviewofTuberc・

ulosisinCollegeStudents.

氣 腹 術 ニ テ補 強 セ ル 横 隔 膜 紳 経 切 除術

Fremmel,Frank:PhrenicectomyReinforcedbyPne-

umoperltoneum.

肋 膜 及 ビ横 隔 膜 運 動(開 縮 ノ差)ノ 制 限 ニ ヨル 肺 ノ

休 止

Steele,ArthurBruce:PulmonaryRestbyLimitati-

onofCostalandDiaphragmaticExcursion.

停 止 状 態 ノ種 々 ナ ル 持 績 期

Fales,LouisH.andBeaudet,E.A..TheVarying

DurationoftheArrestedStage.

結 核 學 者 ガ尚 ホ解 決 出來 ヌ 問題 ノー ・・我 々 ノ 結 核 療

養 所 カ ラ退 所 シタ患 者 ノ死 亡 率 が 大 ナ ル 事 ト再 登 ノ

比 率 ノ大 ナ ル事 デ アル。

著 者 等 ノ・是 等 ノ事 二 就 イテ モ ッ トヨク 知 ラ ン ガ タ メ

代 表 的 ノ約60ケ 所 ノ療 養 所 へ次 ノ様 ナ質 問 書 ヲ逡 ジ

タ 。

a・ 貴 下 ・・結 核 ノ停 止 ヲ定 メ ル ニ如 何 ナル 標 準 ヲ用 ヒ

ラ レ/ルカ。

b・ 結 核 患 者 ガ療 養 所 カ ラ何 日退 所 ス ル カ ヲ決 メ ル ニ

ハ如 何 ナル 標 準 ヲ用 ヒ ラ レル カ。

c・ 退 所 患 者 ノ幾 何%カ ・再 螢 シ ヌカ ニ 付 イ テ 何 力有 力

ナ 材料 ヲ持 ッ テ居 ラ レル カ。

是 等 ノ質 問 二就 イ テ回 答 ヲ得 タ ノ ハ58%デ ア ソ タ カ・、

ソ レ等 ノ同答 ヲ総 括 ス ル ト次 ノ様 ナ結 論 トナ ソ タ.

a・ 「レ ソ トゲ ソ」ガ病 氣 ノ停止 及 患 者 ノ退 所 ヲ決 定 ス

ル ニ最 モ重 要 ナ標 準 デ アル 。

b・ 停 止 ノ「レ ン トゲ ンJ的 標 準 ヲ治 癒 セル 病 竈 デ アノv

ト信 ジテ居 ル 者 ハ32%デ アル が、44%ノ ・國 定 ノ分 類

ニ ヨル 種 類 帥 チ退 行 叉 ノ・恢 復 セル 病 竈 ト シテ居 ル。退

所 二關 シテ ハ26%・ ・病 竈 が治 癒 シ タ様 二 見 エ タ 時 二



1232 抄

患 者 ヲ退所 セ シメ ル ト信 ジ、50%ノ ・病 竈 ガ退 行 シタ場

合 二退 所 ヲ命 ゼ ラ レル ト信 ジテ居 ル。

c.約1900名 二於 テ現 ・・レタ 統 計 ・・治 療 後 ノ結 果 ヲ

次 ノ檬 二 示 シテ居 ル 。

イ)退 行 叉 ハ恢 復 シタ病 竈 ヲモ ッ テ退 所 シ、叉 鎭 静 シ

明 カニ停 止 シタ モ ノb分 類 セ ラ レタ1771名 中359名

即 チ20%が 死 ソ ダ。

ロ)退 行 シタ病 竈 ヲ モ ソ テ退 行 シ、叉 ノ・明 カ ニ停 止 ト

分 類 サ レタ874名 中121名 自Pチ13.8%カ ●死 ソ ダ。

ハ)「 レソ トゲ ソ」的 二 治癒 シタ 檬 二 見 エル 病 竈 ヲ持

ツ テ退所 シタ156名 中1名 帥 チ0.6%ガ 死 ソ ダ。

之 カ ラ見 ル ト患 者 ノ 條 件 ガ 「レ ン トゲ ソ」的 二 治 癒 シ

タ病 竈 ト言 フ様 ナ状 態 二近 ヅ ケ バ近 ヅ ク程 、退所 後 ノ

再 獲 及 ビ死 亡 ノ起 ル 事 が少 ナ イ ト言 フ 事 ヲ 示 ス 様 二

思 バ レル。 故 二若 シ國 定 分 類 法 ノ 停 止 ト言 フ 種 類 即

チ 「停 止 性 或 ハ退 行 性 病 竈」ヲ「レソ トゲ ソ的 二 治 癒 セ

ル 病 竈 」ト置 換 ヘ タ ナ ラバ、 多 撒 ノ生 命 ガ 救 バ レル カ

モ知 レヌ ト思 ノ・レル 。

著 者 ・・更 二「レソ トゲ ン」的 二 治 癒 シタ 様 二見 工 退 所

セ ソbシ テ居 タ1例 ノ患者 二就 イテ 報 告 シテ 居 ル カ㌔

ソ ノ患者 ・・轟 様 突 起 炎 ノ爲 死 亡 シタ ノデ 剖 検 ヲ 行 ソ

タ虜 、結 核 病 竈 ハX線 的 二 見 ラ レタ 様 二解 剖 的 ニ モ治

癒 シ テ居 タ。

「レ ソ トゲ ソ」爲 眞 的 二治 癒 シタ 病 竈 モ 比較 的 少 数 ノ

者 二於 テ・・解 剖 的 ニ ノ・治 癒 シ テ 居 ナ イ ト言 フ 事 ノ・考

ヘ ラ レル 。然 シ退所 後 「レソ トゲ ン」的 二治 癒 シ タ様 二

思 バ レル 病 竈 ヲ持 ツタ 患 者 ノ再 登 叉 ・・死 亡 ハ0.6%シ

カ無 イ事 が此 統 計 デ分 ル。

「レ ソ トゲ ン」装 置 蚊 ビニ 技 術 ノ 急 速 ナ 改 善 ト共 二、

「レ ソ トゲ ソ」的 二治 癒 シタ 病 竈 ト言 フ 語 ガ 解 剖 的 二

治 癒 シ タ病 竈 ト言 フ意 味 二 接 近 ス ル 時 代 が 急 速 二近

ヅ イ テ居 ル。

「レソ トゲ ン」線 が 使用 サ レナ イ 前 二 ・・症 候 が 肺結 核

ノ治 療 二封 ス ル手 引 デ ア ツ タ。残 念 ナ 事 ニ ノ・多 数 ノ者

ガ 尚 此 法 則 二 從 ツ テ「レソ トゲ ン」的 所 見 ヲ 無覗 ジテ

居 ル。症 状 ガ消 失 ンタ時 ニ モ病 竈 ガ屡 ζ同標 二残 ツ テ

居 ル 事 ヲ是 認 シナ イ様 二思 ・・レル。國定 分 類 ハ此 誤解

二基 礎 が置 力 レテ居 ル。 ・(宇 多野 小 川 抄)

下 葉 結 核

Weidman,WilliamH.andCambel1,HughB・:

LowerLobeTuberculosis.

下 葉 結 核 ノ文 獄 ヲ見 ル ト此 題 目 ノ論 文ノ・割 合 少 ク、叉
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ソ レニ封 ス ル 考 ガへ 多 種 多様 デ ア ル ト 言 フ 様 ナ 印 象

ヲ受 ケル 。

1886年 二Kidd・ ・下葉 ノ上 部 が結 核 二罹 リ易 ク 上葉

ノ前 二侵 サ レル カモ知 レ・ヌ ト言 ヒ、1888年 二Fowler

・・下葉 ノ上 後 部 ガ 侵 サ レル 事 ・・肺 尖 二 次 グ ト言 フ事

ヲ述 ベ タ ガ、是 等 ノ意 見 ・・看 過 サ レ無親 サ レテ居 タ。

是 ・・特 二敢 科 書 が肺 結 核 ・・肺 尖 カ ラ 始 マル ト 言 フ事

ヲ信 ジサ セル 様 ニ シタ ノデ ア ル。然 シ肺 結 核 ノ診 断 二

「レソ トゲ ソ」ガー般 的 二 使 用 サ レル 様 ニ ナル ト共 二

肺 尖 ノ下 部 二●始 マル ト言 フ事 ガ 明 カ ニ ナ ツ タ。

著 者 等 ・・1932年1月 カ ラ1936年10月 迄 二 取 容 シ タ

患 者 ノ「レン トゲ ソ」爲 眞 ヲ撮 ツ タ。下 葉 二病 竈 ノ アル

モ ノノ・女 患 者677名 中29名 、男 患 者724名 中11名 デ

ア ル。 年 齢 ノ・女 二於 テ15乃 至20歳 ガ8名 、21歳 乃

至25歳 ガ9名 、26乃 至30歳 が6名 、31歳 以 上 ノ者

6名 デ 、最 年長 者 ・・39歳 デ アル 。 叉 男 二於 テ ノ・14乃

至20歳5名 、21乃 至27歳4名 、30歳 以 上2名 デ最

年 長 者 ノ・38歳 デ ァル 。

i著者等 ・・此 下葉 結 核 ハ 普 通 再 感 染 型 ノモ ノデ アル ト

考 ヘ テ居 ル 。 ソ ノ獲 病 ・・普 通 急 性 デ アル ガ、屡 く患 者

カ ラ無 覗 サ レタ標 ナ僅 微 ナ 前 駆 症 状 ガ アル カモ 知 レ

ヌ。 患 者 ・・突 然 流 感 、肺 炎 ノ様 ナ病 感 デ不 快 ニ ナル 。

女 患 者29名 中17名 ・・急 性 二登 病 シ、残 リ ノ者 ・・漸 次

二起 ツタ。 叉 男 患 者11名 中4名 ノ・急 性 二登 病 シタ。

是 等 ノ患 者 中 早 期 二診 噺 ヲ 受 ケ タ モ ノノ・家 族 二 結 核

患 者 ガ ア ツ タ リ、叉 咳 漱 等結 核 ノ症 候 ガ 現 ハ レル ヤ否

ヤ關 心 ヲ起 シタ モ ノ ・様 二思 ・・レル 。

LawrasonBrown・ ・下 葉 結 核 ノ診 断 ・・「レ・ソ トゲ ン」

ノ ミデ ノ・正 當 トサ レ ヌ、叉結 核 菌 ガ喀 疾 中 二見 出 サ レ

ネ パ如 何 ナル 試 験 方 法 カ ラデ モ 診 断 ・・正 當 トサ レ ナ

イ程 稀 ナ モ ノデ ア7V1・ 考 ヘ テ居 ル ガ、i著者 ノ例 デ ノ・女

患 者 中23名 が喀 疾 二結 核 菌 ヲ謹 明 サ レ、6名 ノ・無菌

デ ア.ツタ。叉 男 患者 中8名 ・・菌 陽 性 デ3名 ハ陰 性 デ ア

ツ タ。 故 二特 殊 ナ注 意 が患 者 ノ病 歴 、接 働 ノ有 無 、 適

當 ナ 「レン トゲ ソ」検 査 二梛 バ レル ナ ラ バ、細 菌 學 的 確

詮 ヲ得 ル爲 二診 噺 ヲ延 バ ス必 要 ノ・ナ イ ト考 ヘ ル。

病 竈 ガ廣 範 園 ヲ侵 ス迄 反 磨 ガ少 イ事 ガ アル が、カ ・ル

場 合 二 ・・赤 沈 反 晦 ヤMedlar'sMaxノ 様 ナi装作 が ソ

ノ活 動 性 ヲ決 定 ス ル ニ債 値 が アル 。屡1下 葉 結 核 ・・肺

炎 ト診 噺 サ レ テ適 當 ナ 馨學 的 注 意 ヲ 抽 フ事 ガ 延 引 サ

レル 事 力'アル。 著 者 ノ40例 中4名 ノ・肺 炎 ト診 噺 サv

タ.喀 血 ・・40例 中13例 二起 ツ タ。理 學 的 所 具 そ・進 行
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シタ場 合 ニ ハ普 通 明 カデ ア ル が、空 洞 形 成 ヲ診 断 スノレ

事 ノ・六 ケ敷 イ。早 期 叉 ノ・少 数 ノ進 行 シテ ヰ ル 者 デ モ理

學 的 徴候 ガ全 ク鉄 ケ テ居 ル 。早 朝 ノ輕 イ咳漱 ヤ倦 怠感

以 外 病 歴 ヲ表 明 ス ル事 が 不 可 能 デ 喀 疾 検 査 モ 陰性 ノ

標 ナ場 合 ニ ノ・「レ ソ トゲ ソ」ト 病 歴 ノ ミデ 診 噺 が ツケ

ラ レル様 二 思 バ レル 。「レソ トゲ ソ」診 噺 二於 テ病 竈 が

下 葉 ニ アル 時 ニ ノ・肺 炎 、 出血 、 氣 管枝 振 張 症 、膿 瘍、

肺腫 瘍 等 ヲ 除外 セ ネバ ナ ラ ヌ 事 ノ・一 般 二 認 メ ラ レテ

居 ル ガ、然 シ文獄 上 肺 炎 ノ「イyフ ル エ ソザ」型 ガ示 サ

レテ ヰ ナ イ。コ レハ鑑 別 診 噺 二非 常 二重 要 デ アル ト考

ヘ ラ レル 。 之 ノ・登 病 が急 性 デ普通 髄 温 ・・100。 下 二上

〃 。 咳 漱 、頭 痛 ガ アル.此 状 態 ノ・最 近 迄 「レン トゲ ン」

上 認 メ ラ レテ ヰ ナ カツ タ ガ、ソ ノ病 竈 ノ・肺 臓 ノ中部 叉

ハ下 部 二朦 朧 トシタ氣 管枝 肺炎 様 浸 潤 ヲ示 シ、ソ レガ

7乃 至10日 デ急 速 ニ ナ ク ナ リ、 何 等 「vンbゲ ソ」的

二異 常 ヲ残 サ ナ イ。下 葉 結 核 デ ハ肺 門 部 カ ラ登 シタ細

葉 結 節 性 浸 潤 がZF等 ノ 濃 度 ヲ持 ッテ 居 テ ソ ノ中心 部

二 屡 く稀 薄 ナ所 ガ アル 。肺 門部 二接 近 シテ ヰ テ肺 ノ中

3分 ノ1力 或 ノ・ソ ノ下 ニ ア ル 。而 シテ ソ レガ速 カ ニ進

展 シ、空 洞 形 成 ヲナ ス様 ナ 印象 ヲ受 ケノv。屡 くソ ノ空

洞 ノ・ソ ノ周 園 ノ炎 症 性 反 磨 ガ無 イ カ、少 イ様 ナ薄 イ壁

ヲ有 ツ テ ヰル 。女 患者 二於 テノ・空洞 形 成 ノ明 カナ者17

名 、 疑 ・・シ イ者4名 、 無 イ者8名 デ、男 患 者 二於 テ ノ・

明 カ ナ者6名 、疑 ハ シイ者2名 、無 イ者3名 デ ア ツ タ。

下 葉 結 核 病 竈 ヲモ ツ タ 患者 二 於 テノ・側 位 デ 爲 眞 ヲ ト

リ、而 シテ完 全 ナ透 視 ヲ行 ノ・ネバ ナ ラ ヌ、 ソ ノ結 果 決
■

定 的局 所 診 断 ガナ サ レル事 ガ出來 ル。

今 猶 興 味 アル 事 ノ・右 側 下葉 二 多 イ事 デ アル 。病 竈 ノ・女

患 者 二於 テ ノ・21名 ハ右 側 二、8名 ハ 左 側 ニ ア リ、 男

患 者 デ ノ・7名 ガ右 側 二、4名 が左 側 ニ ア ソ タ。Reisner
つ

ハ コ レ ヲ解 剖 的 見 地 カ ラ説 明 シ、比 較 的活 動 セ ズ シ テ

空 氣 ヲ入 レ・ノレ事 ノ少 イ肺 實 質 ニ ヨル モ ノ ト シテ 居 ル。

下 葉 結 核 病 竈 ・・「レン トゲ ソ」的 ニ ソ ノ進 行 ノ不 安 定

ナ事 、髪 化 性 デ アル事 力●特 徴 デ、ソ レ・・速 カニ進 ム カ、

速 カニ ナ ク ナル 。

ナ ホ著 者 ノ・豫 後 ノ・ソ ノi浸潤 ノ型 ヤ性 質 ノ ミナ ラズ、ソ

ノ病 竈 二封 シテ有 敷 ナ虚 脱 ヲ作 ル 事 力'出 來 ル カ 否 カ

ニ ヨ リ決 メ ラ レル ト述 べ、次 イデ治 療 法 ヲ詳 述 シテ ヰ

〃 。(宇 多 野 小 川 抄)

慢 性 結 核 性 脳 膜炎 二於 ケ ル謄 髄

Alpers,BernardJ・andMatthews.Robert,A.:The

BraininChronicTuberculousMeningitis。
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結核 性拶膜 炎 ノ・稀 二臨豚 的二準癒 シ、コノ場 合 ・・子供

ヨリモ成 人 二多 イ ト思 バ レル 多鍛 ノ謹擦 ガアル。

Martinノ ・丈 獄上嚴密 ナル診断法f:結 核 性膀 膜炎1・診

断 サ レタ者 デ恢復 シタ者 ヲ20例 集 メ、CrameトBickel

ノ・1922年 迄 二 記載 サ11タ 者 カラ45例 ノ結 核性腰 膜

炎 ヵラ恢復 シタ者 ヲ集 メテヰル。ソノ後猶 多鍛 ノ例 力●

記載 サ レテヰル ガ、是 等 ニ ヨル ト結 核性膿膜炎 ノ・原則

トシテ死亡 スノレ病氣 デ アル ガ、常 二必 ズシモ死 ヌモ ノ

デナク、殊 二成年 二於 テ カ ・ル例 ガ多 イ事 ヲ明カニ ジ

タ。是 等 ノ恢 復 シタ例 ヤ慢性結核 性旙 膜炎 ノ場合 二如

何 ナル憂化 が起ノレカ ト言 フ事 ヲ知 ル ノ・重要 ナ事 デ ア

ノレ!o

斯 カル恢 復 シタ 例 デ ノ・携 皮 質 ヤ 旙 膜 二 如 何 ナノレ攣 化

ガ蛋 見 シ得 ノレカ、結 核 性 磯 膜 炎 ノ定 型 的 ナ死 亡 セル 者

二於 テ是 等 二似 タ攣 化 ヲ 登 見 シ 得 ル カ ヲ 知 ノレ事 ノ・重

要 ナ 問題 デ アル 。著 者 ノ・結 核 性 磯 膜 炎 ノ患 者 デ 急 性 ノ

状 態 カ ラ慢 性1・ ナ リ 登 病 後6ケ 月 目 二 死 ン ダ 者 ヲ剖

検 シ、贈 ノ攣 化 ヲ研 究 スル 機 會 ヲ得 タ ノデ ソ ノ例 ノ臨

脈 的経 過 並 ビ ニ剖検 的 組 織 的 所 見 ヲ詳 述 シ、伺 衣 獄 上

記 載 サ レテ ヰ ノレ攣 化 ヲモ 述 ベ テ ヰル 。

(宇 多野 小 川 抄)

土壌 ヨ リ抗 酸 性 菌 ノ分 離

Gordon,RuthE.andHagan,WilliamA.:TheIso・

latiQnofAcid-FastBakteriafromSoil.

K2HPO4・ …0.2.Mg.SO4.0.2.NaClO.2.CaSO4

0・1・CaCO35・O・Glycerol15.O.H201000.0ノ 檬 ナ

組 成 ヲモ ツ タ溶 液25αcヲ 容 レ タ 小 「フ ラヌ コ」へ0.2

瓦 ノ土 壌 ヲ入t/、25℃ デ7乃 至10日 間保 ツ ト薄 膜

が表 面 二現 ノ・レル 、 コ レノ・桿 菌 、球 菌 及 ビ僅 少 ノ抗 酸

菌 カ ラナル 。コ レ ヵ ラ抗 酸 性 菌 ヲ分 離 ス ル ニ ・・ア マ リ

少 イ カ ラS6hngenノ 溶 液(K2HPO4・ ・一・O.5.NH,Cl

O・5・MgSO40・2.Na2CO3痕 跡 、H201000.0)5aα

ヲ大 試 験 管 二容 レ蒸 氣 滅 菌 シ、冷 エ テ カ ラ炭 素 ヲ供 給

ス ル 目的 ヲ モ ツ テ、 「・ぐラ フィン」ヲ塗 ツタ 硝 子棒 ヲ液

ノ表 面 二描入 シタ モ ノニ、前 二培 養 シタ菌 膜 ヲ接 種 ス

ル ・而 シテ7乃 至10日 間37。Cデ 培 養 スル
。 コ ・二 登

育 シタ モ ノ ・50乃 至90%が 抗 酸 性 菌 デ アル 。 此 培 養

基 二2・3滴 ノ滅 菌 「グ リセ リ ソ」ヲ 加 ヘ ル ト蛋 育 ガ ヨ

1。 之 ヲ更 二寒 天 デ 固 メ タDorsetノ 培養 基(K,HPO4

1・O・MgSO41.0.Na・citratO .5.Asparagin5.OFerric

Ammoniumcitrote痕 跡 、Glycerol70.H201000.0)

二植 ヱル ト抗 酸 性 菌 ノ純 梓 培 養 ガ容 易 二得 ラ レル
。
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(宇 多 野 小 川 抄)

Dunham,LuciaJ.:RelationshipsBetweenFree・Liv-

ingThermalCiliatesandIngestedAcid・FastBacte・

ria.

肺 結 核 ノ 赤 血 球 沈 隆 速 度

Volk,Ralph:Red・CellSedimentationinPulmonary

Tuberculosis.

TheAmericanReviewofTuberculosis,Vo1.XXXVLNo.5.1937

結 核 二劃 スル 早 期 診 療 所 ニ ヨル 統 制 法 ノ護 展

T.H.Elliot:TheEvolutionofDispensaryControl

ofTuberculosis.

診 療 所 ノ標 準 ト實 際

HerbertR.Edwards:C且inicStandardsandClinic

Practice(二a一 ヨー ク市 保 健部 結 核 課)

50年 前 ニ ロ バー ト・フィリップ が初 メ テ、エ ヂ ン バ ラ ニ

結 核 診 療 所 ヲ設 立 シテ 以來 、其 ノ数 ・・各 國 ヲ通 ジ テ年

ト共 二培 加 ンテ來 タ。今 ヤ合 衆 國 二於 クル 結 核 診 療 所

ノ敬 ・・約1000二 達 シ、 其経 費 ・・少 ク1・モ1年 二7

-800萬 弗 二上 ヅテ居JV 。本 著 ハ是 等 が果 シテ實 際 的

ニ ド レ丈 ノ能 奉 ヲ墾 ゲ テ 居 ル カ ヲ 検 討 セ ソ トスル モ

ノデ アノレ。

即 チ 國 立協 會 が新 シク 調 査 シタ所 、 合 衆 國 二 於 テ ノ・

1。000ノ 診 療 所 ノ診 療 延 日倣1年 二100.000日 、 共 間

外 來 ヲ訪 レ シ 患 者 ノ延 人 員2.500.000名 、ZF均1日

25名 トナル 。 患 者 数 ・・遺 憾 ナ ガ ラ明 デ ナ イ ガ、 大 艦

1.000.000名 ガ2同 牛外 來 ヲ訪t!タ モ ノ ト推 定 シテ居

ル 。而 シテ 患家 ヲ往 診 セル 同 倣 ・・1年3.000,000同 以

上 ト考 ヘ ラ レル 。

診 噺 操 作

喀 疾 検 査:500.OOO--600.000例 、即 外 來 患 者2人 二

1人 ノ割 合 デ アル 。

X線 罵 眞検 査:60.000(原 著 ノ・600.000ト アル モ誤

リラ ジイ)帥 外 來 患 者16人 二1枚 ノ割 合 ニ ナ ル。

「ツベ ル ク リン」槍 査:572ケ 所 ノ固 定診 療 所 ノ内 二

本 法 ヲ施 行 シナ イ所 が29ア リ、 時 々用 ヒル1・言 フ

ノが19ア ル 。

診 療 ノ形 成

639ノ 診 療 所 ノ内常 設 ノ者572、 巡 同 式 ノ者30、 不 定

期 ノ者37ト ナ ツテ 居 ル 。 興 味 深 キ ・・診 療 所 二於 ケル

人 工 氣 胸 療 法 ノ磨 用 ガ培 加 シテ居 ル 事 デ アル 。但 著 者

ノ・本 法 ヲ病 院 ノ仕 事 トスル 事 が安 全 ダ ト考 ヘ テ 居 ル。

病 例 ノ診 断 ト監 覗

診 断 ガ未 定 ノ マ マ ノ者 ガ少 ク ナ イ。之 ノ・第1同 二X線

検 査 ヲ試 ミ レ バ相 當 防 ギ得 ル ト信 ズル 。叉 診 噺 サ へ確

定 ス レバ事 終 レリ トシタ ノデハ困 ル シ、総 テ ノ例 ヲ永

久 二監硯スル事 モ必 要 が無 イ。宜 シク常識 ト馨學 的剣

噺 二基 イテ行 フベキデ アル。著 者 ノ所 デ・・監覗 ノ要 ア

リ ト認 メタ者 ノ・少 ク トモ6ケ 月ノ・綴 ケル 事 ニ シテ 居

ル。接鯛 者 ノ監覗 ノ、次 ノ檬 ニ シテ居ル。

5歳 以下 ノ小 兜 ハX線 的二病 竈 ガ 無 イ ト確認 スル 迄、

・ 郎普通 ノ・傳染 源 ガ取 除 カ レタbシ テ7歳 迄監覗 スル。

傳染源 ノ存 スル 場合 或 ・・近 頃停止性 トナツタ 病竈 ヲ

持 ツ者 ノ・出來 レ・バ20歳 迄績 ケル。若 年者(12-一一20歳)

ニ シテ開放性 患者 ト2年 以 内接近 シ、「ツベル ク リン」

陽性 ヲ呈 スル者 ・・X線 所見 ノ如何 二關 ラズ25歳 迄綴

ケルt、)疑ノ・シイ或 ハ輕微 ナ病竈 ヲ有 スル モ、最近2ケ

年 間 二感染 二曝 サ レ・タ前歴 ヲ持 タヌ若年者 モ亦25歳

迄 ハ監覗 スル。感 染源 が隔離 サ レタ後 「ツベル ク リソ」

陰性接鱗 者 ・・少 ク トモ3ケ 月監覗スル。

職 員 ノ問題

全 盟 ノ69%二 於 テ ハ診療所 ノ署 師 ノ倣 ノ・1人 デ アル。

之 二封 シテ患者倣1日 卒 均25名 トヌル ト、之 デ ハ其

仕事 ガ表面的 二 流 レザル ヲ 得 ナ イ。 診療時 間ノ・3時

間、 人数 ・・15名 ヲ越 エテ・・ナ ラナイ。

職 員ノ資格

診療所 ノ成功 ・・職 員 ノ如何 二因ル所 ガ大 キイ。診療 所

ノ馨 師ハ先 ヅ胸部疾 患二封スル 充分 ナ 知識 ヲ備 ヘ テ

居 ル事 ヲ必要 トスル許 リデ ナク、胸部疾 患 ヲ取 扱 フ病

院或 ノ・診 療所 ト連絡 ヲ持 タネバナ ラナ イ。

i欠二將師 二封 スル給料 ノ問題 デアル。現在 ハ卒均1時

間3弗 彿 ・・レテ 居ル ガ 之 デノ・充分 デ ナイ。 固定給

(Fulltimepay)制 度 ・・現在 ノ状態 デノ・不可能 デ アル。

看護 婦 ノ任 務

看護婦 ノ任 務 ノ・甚 ダ重大 デ アル。故 二看護婦 二封 シテ

結核 二關スル 充分 ノ知識 及訓練 ヲ 與ヘ ナケ レバナラ

ナイ。

署師 二封 スル敏育

前記調査 ニ ヨ レバ 全診療所 ノ40%ガ 此 目的 二慮用 サ

レテ居 ル。

診 療所 ノ位置 ト連 絡
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… 般 病 院 或 ハ診 療 所 ノ外 來 部 二 接 縦 ンテ 居 ル ノ が理

想 的 デ アル 。 他科 ト ノ緊 密 ナ 連 絡 ・・大 キ ナ 側 直ガ ア

ル 。ジ カ ン封 象 ト ヘル民 衆 ノ多 〃fllム 偏城 ト上 ノ要 求

が ・致 シナ イ事 が屡 くア ル。

建 築 ト般 備

職 賎ニ モ 患 者 ニ モ快 適 ナ ル 廣 サ が ナ ケ レ・バ ナ う ナ イ。

X線 透 覗4垂 ・・當 然 必 要 デ ア リ。X線 罵 概 ハ充 分 二、即

チ第 ・一・同 受 診 時 及 ビ!無後 ニ モ 取 リ得 ル 様 ニ シテ 置 カ

ネバ ナ ラナt。 興他 二適 當 ナ實験 室 ト鼻 及咽 喉 ノ槍 査

襲 置 モ 備 ヘ テ置 〃必 要 が','ル。

(宇 多 野 内藤 抄)

判 開 業 聲肺 疾 患相 談 所 二於 ケ ル結 核 患 者護 見

1.SteinbergandM.W.Barnard:Tuberculosis

ぐaΨ.finding .in,1ConsultationChestServicefor

PrivatePhysicians

結 核 療 墾 所 ノ公 衆 衛 生 歌 況

く'.Bush:ThoPubli・ ・HealthAspectoftheTuberc-

ulosisSanatorium

合 衆 國 二 於 ケル 結 核 診 療 所 ノ 實際 曳結 核 診療 所 調 査

質 問 書 ニ ヨ ツテ 得 タ 成 績 ノ解 割)

MarionNelson:PracticeinTuberculosisqinicsin

theUnit{・dStates.AnAnalysisofD.itaObtained

byQuestionnaireinaSurveyofTubercutosisClinics

(國bレ=結 核協 會 統 計 助D

前 抄論 文 ト同 一材 料 ノ洋 細 一トノレ汎 明 が 試 ミ ラ レテ 居

ル.故 二'IR複 部 分 ヲ避 ケ テ抄 録 スル。

常 、淺誇 療 所

宜 、ヒ私 立 枷 乍 シ、 共 二 無 料 ニ テ 結 核 ノ診 断 ヲナ ス ヲ

ロ 的 トスル。X線 装 置 ハ 利 用 げ レテ'・ 居 ル カ'、大 抵

所 外!モ ノヲ川 ヒテ 居 ル。 諸 種検 査 ハ州-lk或 ・・地 方

保 鯉 部 デ引 受 ケ テ 居 ル。 「ッベル ク リン」検 査 ・・成 人

小1;己輿二探 凧 サ レテ 居 ルh'結 核 療 養 所 或 ・・病 院 ノ指

導 ヲ受 ケテJ,1:一ラx所 デ ハ「リピ 司 ドー-7V」'・使 珊 サ レ

テ 暦 ナt様 デ アル。 職 貸 ・・㌻ 〃 ・・隈 師1人 ト看 護 婦

2凡 人r氣 胸 ・・一 般 二'・ 施 行"レ フご。ll光 療 法 モ

試 ミう レテ居 ナt。 特 殊'實 験 モ研 究 モ 行'・ レテ居 ラ

ズ,敏 授'目 的 ニ モ 利 川 サ レテノ":・ナfザ 民 衆指 導 ニ ハ

カ ヲ注fー デf,il一ル。家 庭 ・患K一 ヲ監覗 一t・ル ・・石 護 婦 ノ任

務 評 ツテJ、・1・ル。Nll・ ・で∫給 無 給 ガ相 牛 シ、無 給 ト ハ

他 ノ職 務 ニ ヨ リ給 料 ヲ得 、診 療 所 ノ任 務 ・・共 内 二包 含

ゆレ テ暦 ル者 デ ア リ、有 給 ト ・・木 任 務 ニ ノ ミ給 料 ヲ支

佛'・ レテ居 ルK`e・ 、 卒 均1時 間3弗 デ アル。行謹 嬬 ・・
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年 俸1.500-一 一1.800弗 デ ァノレ。

巡 回診 療 所

コ レ ハ地 方 的 ノモ ノ1・州 立 ノモ ノ1・二2大 別 サ レ・ル 。

前 ～看ハ常 設 診 療 所 ト略 ζ似 テ居 ル ガ、後 者 ノ・共 場 所 及

診 療 休止 期 間 が一 定 シナ イ。其 目的 及 無 料 診 療 ノ鮎 ノ・

常 設 ノモ ノ ト同 様 デ アル 。

X線 装 置 ハ常 設 ノモ ノヨ リ以 上 二 げ色川 サ レル が 透 覗

ハ劣 ル。 實 験 室 的 楡 査 ハ 他 二 委 ネ、 「ッベ ル ク1)ン 」

及 「リピ 司 ドール 」使 用 ・・常 設 ・ モ ノ ト略 く等 シ イ程

度 二行 ハ レ・テ居 ル 。

1人 ノ馨 師 ト2人 ノ看 護 婦 が共 任 二常 リ、一.4般二 治療

方 面 ノ仕 事 ハ當 設 ノモ ノ程 ハ行 ・・レテ 居 ナ イ。特 殊 ノ

實 験 モ研 究 モ 試 ミラ レテ ・・居 ナ イ が、來 訪 醤 師 ノ敏 育

ニ ハ努 力 が佛'・ レ テ居 ル。 民 衆 指 導 ノ・前 同様 デ アル。

患 家 訪 問 ノ・行 ・・レテ居 ル が、多 〃 ハ他 ノ機 關 二 司 ラ レ

テ 居 ル。

醤 師 ・・大 部 分 他 ノ仕 事 デ固 定 給 が ア リ、看 護 婦 ノ給 料

ハ前 同'様 デ アノレ。

臨 時 診 療 所

設 備其 他総 テ前 酋二劣 リ、 其 仕 事 モ ノくキ ク ナ ィ。

(宇 多 野 内 藤 抄)

牛 型 結 核 菌 ノ毒 力 培 養 基 ノ 水 素 「イオ ン」濃 度 二

因 ル 塑 化

K.C.Smithburn:VirulenceofBovineTubercleBa-

cilli.VariationsDependingonthepHoftheCulture

Medium(二.一'一 ヨー 〃市 ロ,ソ〃 フェラ ー醤 學 研 究 所)

本 編 ・・次 描2編 ト共 二、 結 核 菌 ・ 動 物 艦 内 デ ノ 生 存

力、繁 殖 力 及 進 行 性 疾 趣 葱 起 力 ノ要 因 ヲ決 定 セ ン トス

ル モ ノデ アル。共 内 本 編 ハ培 養 些 ノ條 ・整トニ ヨ ツテ 毒 力

ガ或 ハ永 ク保 持 サ レ、或 ・・減 疫 スル 事 ヲ示 セ ル モ ノデ

ア ノレ。

結 核 菌 ・分 離 ノ意 義 二就 テ ・・幾 多 ノ葉 新垂力・ア ル カ・、筈

K-・・pHヲ 愛 ヘ ル事 ニ ヨ ツテ、S或 ・・R聚 落 ヲ 作 リ

得 テ、而 モ毒 力 二差 ノ アル 事 ヲ確 メタ。Olト ・定 ノ強 毒

結 核 菌 種 ヲ 三 ル ベ ニ ノ「ゲ リセ ロー ル」卵 黄 鮎 養 基 二

植 ヱpHヲ6.0,6.4,6.8,及7.2ト シテ何 世 代 モ培 養

スル ト、・先 ヅ6.0ノ モ ノ ハR聚1存 ヲ最 モ 」良 ワ生 ジ、6.4

ノモ ノハ初 メ ・・Sヲ 生 ジ後R二 躯 ル。6.8ノ モ ノハS

ヲ最e良 ク生 ジ、7.2ノ モ ・ノ・中 間 型 ヲ作 ル。

i欠二程 力 検 定 試 験 トシテ、 實 験 動 物'・ 宋 兎 ヲ用 ヒ、第

1實 験レデ ・・3世 代 『菌0,1mgmヲ 、 第2實 験 デ'・5世

代 菌0.01mgmヲ 耳 静 脈 二{1.入 シ タ。 第1實 験 二於 テ



1236 抄

ハ 毒 力 ノ判 定 ヲ生 存 日撒 ト病 竈 ノ 振 ガ リ ト病 竈 内 ノ

菌 藪 ニ ヨッ テ行 ヒ、第2實 験 二於 テ ・・其 他 二罷 重 ノ攣

化 、 肺 臓 及 脾 臓 ノ重 量 ヲモ到 定 ノ規 準 二加 ヘ タ が、何

v二 於 テ モ 最 モ毒 力 ノ強 イノ・・pH6.8ノ モ ノデ、7.2

ノモ ノ・・少 シク 劣 リ、6.4ノ モ ノ・・世 代b共 二 弱 マ リ

行 キ、6.0ノ モ ノ・・著 シ イ毒 力減 退 ヲ認 メ タ ノデ アル。

郎S・ ・強毒 ニ シ テRニ ナ ル程 弱毒 ト攣 ジル 事 ヲ 確 メ

タ ノデ アル〆。

第3實 験 ・・海6冥 ヲ用 ヒ以 上 ノ4型 ノ6世 代 菌/0.01

mgm,0.0001mgm及0.000001mgmヲ 拶 内 二注 入 ン、

生 存 日鍛 、病 竈 ノ振 ガ リ及 病 竈 内 ノ結 核 菌 撒 ヲ列 定 ノ

規 準 トシテ毒 力 ヲ比 較 シタ 所 ヤ ノ・リ前 ト等 シ イ差 ヲ

認 メ タ ノデ アル。

此 結 果 ノ・パ ス ソ ー ル研 究 所 ノ成 績 ト逆 デ アル ガ、著 者

ノ考 察 ニ ヨル トパ ス ツー ル研 究所 ノSハ 培 養 ノ 條 件

ガ悪 カツ タ モ ノデ ア リ、彼 ノ所 謂Rbハ 著 者 等 ノ中 間

型 印pH7.2ノ モ ノデ ア ラ ウ 〉言 フ。

(宇 多 野 内藤 抄)

實 験 的 結 核 ノ病 理 組 織 學的 研 究 毒 力 ヲ 異 ニ ス ル

諸 種 牛 型 結 核 菌 ニ ヨ ツ テ 惹 起 サ レタ病 竈

K.C.Smithburn:Histopathology.ofExperimcntal

Tuberculosis.TheLesionsInducedbyBovineTube-

rcleBacilliofVaringDegreesofVirulence,

(ニ ュー ヨー ク市 ロック フェラー 署 學 研 究 所)

前 編 二於 テ述 べ タ 實 験/病 理 組織 學 的 成 績 ニ ゴル 考

察 デ アル 。

實 験 方 法 トシテ ノ・前 述 ノ動 物 ノ組 織 ノ内、膿 ノ ミノ・10

%「 フォル マ リソ」ニ ヨ リ、 他 ・・ヘ リー氏 液 ニ ヨ リ固 定

シ タ。pH6.0ノ 培 養 菌 二 」ル 病 竈 ノ・一 般 二 限 局 性 デ

略 く圓 形 、大 部 分 ・・小 サ イ。 氣 管 枝 二穿 孔 ス ル傾 向 少

ク、且 血 管 二親 和 性 ヲ持 タ ナ イ。 結 核 菌 ・・少 数見 エル

カ或 ハ 見 付 カラ ナ イ。

pH6.8ノ 培 養 菌 ニ ヨル 病 竈 ・・肺 臓 、 脾 臓 、 肝臓 、 腎

臓 、 骨 髄 及 淋 巴腺 ヲ廣 ク侵 シ、 共 他 屡 ζ心臓 、腸 及 ビ

副 腎 二病 竈 ヲ見 出 ス。何1ノ ノ時 期 二於 テ モ病 竈 ・・大 ニ

シテ 進 展 性 且 侵 略 性 ナル ヲ常 トス ル 。組 織 學 的所 見 ノ・

複 雑 デ アル カ'、大 膣 組織 化 ノ傾 向 が少 ク、 結 締 織細 胞

ノ各 攣 形 ガ存 在 スル 。帥 類 上 皮 細 胞 ガ最 モ 多 ク 其 他 ヒ

多 数 ノ輩 核 細 胞 、 多 核 白血 球 、「プ ラス マ」細 胞 、 繊 維

細 胞 及 大 貧 食 細 胞 ガ見 出 サ レル 。淋 巴球 性 反鷹 ハ普 通

力 弱 ク、病 竈 ・・白血 球 ヤ結 締織 二圃 マ レテ居 ナ ィ。 壌

死 及 乾 酪 化 ガ贋 ク 起 リ巨大 細 胞 ノ・比較 的 少 ク 肺 二 於

録 (第16巻

テ ノ・氣 管枝 及 血 管 マ デ侵 ス傾 向 が強 イ。病 竈 内 二 ・・多

数 ノ菌 ガ見 出 サ レル 。'

pH7.2ノ 培 養 菌 ・・大 髄6.8ノ モ ノ トヨク似 タ成 績 ヲ

來 ス ガ、時 二 中等 大 ノ病 竈 ニ シ テ、淋 巴球 性 反 磨 強 ク 、

多 核 白血 球 モ乾 酪 化 モ 見 ラ レヌ モ ノ ヲ見 ル。 之 ・・明

二pH7.2ノ 培 養 菌 ガ6.8ノ モ ノ ヨ リモ毒 …カ カo少 シク

減 衰 シテ居 ル 事 ヲ示 ス モ ノ ト解 繹 サ レル ノ デ アル 。

pH6.4ノ 培 養 菌 二 因ル 病 竈 ノ・上 ト同様 二混 合 型 ヲ示

ヌ ガ、pH6.8及7.2ノ モ ノニ 比 シテ慢 性 型 ノ病 竈 ガ

屡 く見 プ レ、 血 管 及 氣 管 枝 ヲ侵 ス 傾 向 モ劣 リ、心 臓 ヲ

侵 ス 事 ・・無 イ。大 且 不 整 ノ病 竃 ノ・廣 イ乾 酪 化 ヲ呈 シ細

胞 ノ構 成 ノ・複 雑 デ アノレガ、限 局 性 病 竃 ノ・殆 ド総 テ類 上

皮 細 胞 及 淋 巴球 ヨ リ成 ル 。 菌 数 ノ・急 性 病 竈 デ ノ・多 ク 、

慢 性 病 竈 デ ノ・少 イ。
セ

以 上 ノ結 果 ヨ リ、pH一 ヨル 聚 落 ノ性 状 ノ差 ノ・一 方 毒

力 ノ差 ヲモ示 ス ト言 フ前 編 ノ結 論 ヲ裏 書 スル ト共 二、

病 竈 ノ性 状 ・・個 髄 ノ 「ア レル ギ ー」二 左 右 サ レル モ ノ

ニ非 ズ、侵 入 菌 ノ毒 力 二左 右 サ ソル モ ノ デ アル 事 ヲ主

張 シテ居 ノレ。(宇 多 野 内 藤 抄)

實 験 的 結 核 二 於 ケ ル 血 液 學 的 研 究 毒 力 ヲ 異 ニ ス

ル 諸 種 培 養 菌 ヲ以 テ 感 染 セ シ メ タル 家 兎 血 球 ノ 攣

化

K.C.Smithburn,F,R.SabinandL.E.Hummel

(ニ ュー ヨー ク 市 ロック フェラー署 學 研 究所)

前 掲2編 二述 べタ 實 験/血 液 學 的 楡 査 成 績 ニ ヨツ テ

結 核 卜血 球 ノ攣 化 トノ關 係 ヲ検 討 シ タ モ ノデ、其 結 果

ノ・次 ノ通 リデ アノレ。

iノ 軍 核 細 胞 封淋 巴 球 ノ比 ノ・血 球 攣 化 ノ 内 デ 最 モ敏

感 ナ ル結 核 感 染 指 示 者 デ アル 。 即 此 比 ・・大 トナル 。

2)個 々 ノ血 球 ノ攣 化 ノ内 デ ・・、箪 核 細 胞 ノ攣 化 ガ最

初 二 出 現 ス ル 黙 カ ラ見 テ、最 モ敏 感 ナ者 ト言 ヘ ル ガ、

豫後 ヲ トス ル 上 二 ・・淋 巴球 ノ攣 化 ガ最 モ 頼 リニ ナル 。

即此 モ ノ ノ減 少 ノ・大 禮 感 染 ノ重 サ ニ比 例 スル 。

3)結 核 二於 テ貧 血 が起 ル 場 合 、夫 ノ・小 赤 血 球 型 ノ貧

血 デ ア リ、結 核 感 染 二封 シテ ノ・赤 血 球 数 ノ攣 化 ヨ リ血

色 素 ノ攣 化 ノ方 が一 層 敏 感 デ アル 。

4)大 髄 二於 テ、殊 二進 行 セル 場 合 二 ・・中 性 白 血 球 が

墳 加 シ、 「エ オ ジン」嗜 好 細 胞 ・・減 少 ス ル 。

5)盤 基 性 色 素 嗜 好 細 胞 ・・結 核 二於 テ 大 シ テ 攣 化 ヲ

受 ケ ナ イ。

6)血 球 ノ攣 化b言 フモ ノハ 徐 々二 進 行 ヌ ル 病 型 二

於 テ殊 二著 明 二現 レル ガ、非 常 二急 性 ノ蜴 合 二 ・・現 レ
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ナ イ事 ガアル。カ ・ル 場合淋巴球 ノ減少 が唯一 ノ意義

深 キ量的墾 化 トナル事 がアル。 宇多野 内藤抄〉

粟粒性肺結核 ノX線 診漸可能性 二封 スル 病 理組織

學的基礎

P.E.Steiner:TheHistopathologicalBasisforthe

X-RayDiagnosabilityofPulmonaryMiliaryTuber-

CUlosis(イ リノイス州 市俄古市市 俄古大學病理學科)

粟 粒性結核 ノ診断方法 ノ 内デ 肺臓 ノX線 検査 ・・最モ

役 二立 ッモ ノデアル が、夫 デモ剖検 デ曇見 サ レル例 ノ

牛分位 シカ診断 出來 ナイ。本研究 ・・其原因 ヲ探 求 セソ

トシタモ ノデアル。

肺 臓 ノ粟粒結核 ガX線 的二 謹 明サv得 ノレヤ 否ヤ ヲ決

定 スル要素 トシテ・・先 ヅ大 サ ト倣 トガ考 ヘ ラレル が、

之 ノミニ止 ラヌ事 ・・多ク ノ 病理學 者 ニヨツテ 知 ラ レ

テ居 ル。 其塵 デ次 ノ様 二實験 ヲ進 メテ 行 ツタ ノデア

〃。

1)結 節 ノ組織 學的構造、大 サ 及数 トX線 診断 トノ

關係。

先 ヅ結節 ノ大 サ ヲ測定 シ、次 イデ其組織學的構造 ヲ次

ノ様 二分類 シタ。

類上皮細胞結節(軟 性結 節)

乾酪結節 性結 節(軟 性結 節)

第1度 乾酪 化輕微

第2度 乾 酪化中等度

第3度 乾酪化高度

繊維 性乾酪性結 節(硬 性結節)

第1度 乾酪化輕微

第2度 乾酪化 中等度

第3度 乾酩化 高度

第4度 乾酪性物質 ガ繊維組織 ニ ヨツテ 包園 サ

レテ居ル者

繊 維組織 形成結節(硬 性結 節)

第1度 類 上皮細胞依然多敷 二存 スル モ ノ

第2度 純繊維 組織

第3度 緻密 ナノv膠性繊維 ヲ件 ヘル繊 維組織

以上 ノ組織學 的分類b死 前数 日間 ノX線 所 見1・ヲ比

較 ス〃 二非常 二密接 ナ關係 ガアル ノデ アノy。即類上皮

細胞結節 ノ・陰影 ヲ形 成 セズ、膠 性繊 維或 ノ・乾酪物質 ヲ

生 ジテ後陰 影 ヲ形成 シ得ル様 ニナル。

之 二反 シ結 節 ノ密度bX線 的診断 可能 性 トノ間 二・・

大 シタ關係 ・・認メ ラ レズ、結 節 ノ大 サ ト診 断可能性 ト

ノ間 ノ關係 モサ ウ密接 デノ・ナ イノヲ知 ソタ ノテアル。

2)組 織學的構造 ト化學的組成 トノ關係。

之 ・・切片 ヲ焼 却茨化 シテ 検鏡 的 二 組織像b-¥t照 シタ

ノデアル が、夫 ニ ヨル ト類 上皮細胞結 節 デノ・外層 ノ核

ノ多 イ部分 二茨分多 ク、内側 ノ類上皮 細胞 ノ多 イ部 分

デノ・茨分 が少 イ。繊維性乾酪性結 節 二於 テノ・乾酪 化 セ

ル中心部 二茨分 ガ少 イノデ アル。叉繊 維性結節 二於 テ

ノ・膠 性繊 維 ガ最 モ密 ナル部分 二友分少 ク
、核 ガ多徽見

ラレル部 分 二茨分 が多 イ。之丈 デノ・揚題 ノ實験 目的 ニ

ノ・適鷹 シナ イガ、膠 性繊維及乾 酪物質 ノ部分 ノ灰分 ノ・

原子量高 キ ガ故二X線 ヲヨク吸 牧ス ル モ ノ1・著者 ノ・

考ヘ テ居ル。叉 著者 ・・X線 ノ波長 ヲ選澤 濾 過スル事 二

依 ツテ類上皮細胞結核 ヲモ 「フィル ム」上 二 現 出 セ シ

メ得ル デ アラ ウト述 ベテ居 ル。(宇多野 内藤抄)

非 乾酪化結核

M.Pinner:NoncaseatingTuberculcsis

TheAmericanReviewofTuberculosisVol .36,No.61937
,

結 棲 性 氣管 枝 閉 塞 二起 レル 氣 管 枝 蹟 張 症

Cohen,SumnerS.andHiggics ,GeorgeK.;Bronc-

hiectasisAssociatedwithTuberculousBronchial

Obstruction。

肺 結 核 ヲ合 併 シテ ヰル 結 核 性 氣 管枝 閉塞 ノ・近 年 非 常

二 注 意 セ ラ レル様 ニ ナ ツタ
。然 シ閉塞 部 ヨ リ末 端 二見

出 サ レル 氣 管枝 ノ憂 化 ・・氣 管 枝 閉 塞 ソ ノモ ノ 程 注 意

サ レ テ ヰ ナ イ。著 者 等 ノ・結 核 性 氣 管 枝 閉塞 及 ビ氣 管枝

据 張 症 ヲ件 ツ テヰ ル肺 結 核 症 ヲ 有 スル 患 者 ヲ 治療 ス

〃 場 合 ニ へ 是 等 ノ氣 管 枝 ノ墾 化 ヲ考 慮 セ ネバ ナ ラ ヌ

ト信 ジテ ヰル。

結核性 氣菅枝 閉塞 二次 イデ 起 ル 氣 管枝 振張症 ・・稀 ナ

モ ノデ ハナ イ。著者等 ノ観察 シタ結 核性氣管枝 閉塞 ヲ

モソタ19名 ノ患者17中 名 二 於 テ 氣管枝振張 性 ノ徴

候 ガアツタ。ソノ内6名 ノ病 歴 力・本著 デ學 ゲ ラ レテヰ

ノレo

著 者等 ノ例 二於 テハ 氣 管枝閉塞及 ビ氣 管枝壁 ノ感染

ガ氣管枝振張症 ヲ起 ス第1次 的 因子デ アソタ
。膨脹不

全 ノ様 二氣管枝 粘膜 及 ビ繊毛/破 壊 ガ第2次 的 因子

デア ツタ カモ知 レヌ。氣 管枝閉塞 ・・喘 鳴、呼吸 困難 が

アル時 二・・考慮 サ レネバ ナラ ヌ.氣 管枝 振張症 ・・患者

ガ説 明 シニク イ咳漱、喀 疾、粗大 ナ蝿音 ヲ有 スル場合
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ニ ハ疑 ハ レネ バ ナ ラ ヌ。

診 断 ハ沃 素 ヲ含 ム油 及 ビ 氣 管 枝 直 達 鏡 検 査 ニ ヨ リ 確

カ メ ラ レル。氣 管枝 直 達 鏡 ヲ加 ヘ ル 事 ・・局所 治 療 二債

値 ガ アル 。診 断 及 ビ 治療 二是 等 ノ方 法 ヲ用 ヒテ モ 何 等

永 ク残 ル損 傷 が詮 明 サ レナ カ ツタ 。

氣 管枝 閉 塞 ヤ振 張 症 ノ アル 時 二 虚 脱 療 法 ・・失 敗 ヲ避

ケ ル タ メ ニ注 意 セ ネ バ ナ ラ メ。進 ソダ氣 管枝 振 張 症 二

i封ス ル 治 療 ・・結 核 性病 竈 ノ 虚 脱 ガ 成 功 シナ イ前 二企

テ ラ レネ バ ナ ラ ヌ。(宇 多 野 小 川 抄)

結 核 症 二 於 ケ ル 氣 管 枝 閉 塞 二 績 獲 ス ル 大 ナ ル 肺 膨

張 不 全 症

Sanes,Samuel.andSmith,Warren,S.:Massive

PulmonaryAtelectasisFollowingBronchialObstru-

ctioninTuberculosis.

氣 胸 肺 ノ呼 吸 運 動 ノ 「レン トゲ ン」的 測 定

Banyai,Andrew,L.;RadiologicalMeasurementsof

theRespiratoryMotionofthePneumothoraxLung.

a.氣 胸 肺 ノ呼 吸 運 動 ハ 「vソbゲ ン」的 測 定 ノ方 法 デ

測 ル 事 が出 來 、「レ ン トゲ ン」的 呼 吸 比 率 ノ型 デ数 字 的

二 表 ノ・サ レル 。

ソ ノ方 法 ノ・直 立 位 デ6吹 ノ距 離 デ 呼 氣1・ 吸 氣 ノ 終 リ

ニ2枚 「vソ トゲ ソ」9眞 ヲ撮 ル。

虚 脱 肺 ノ端 邊 ノ輪 廓 ヲ描 イ テ肺 ノ面 積 ヲ 測 面 器(Pla-

nimeter)デ 測 ル ノデ アノレ。著 者 ノ使 用 シタ測 面 器 ・・平

方 糎 デ面 積 ヲ表 ・・ス 。

「レソ トゲ ン」的 呼 吸 比 率 ・・次 ノ様 ナ 式 ニ ヨ リ 計 算 セ

ラ レノレ。,

一骸 叢 鷺豆鰐 究 鍔 瑠 需籍x…

b.肋 腔 内魅 が陰 腿 デ アル 間 ・・氣 胸 肺 ノ蓮 動 ハ圭 二胸

廓 ノ運 動 ト治療 サ レテ ヰ ル 肺/排 氣 ノ 状 態 ニ ヨ リ決

セ ラ レ/ノレ。

u.氣 胸 肺 ノ呼吸 蓮 動 ・・若 シ比 較 サ レル肺 ガ大 髄 同 ジ

様 ナ排 氣 状 態 ナ ラ バ、ソ レヲ被 フ テ ヰ ル胸 廓 ノ運 動 ト

比 例 ス ル 。

d.此 關 係 カ ラ離 レル 事 ハ結 核 性 病 竈 ノ廣 サ ト型 、 特

二強 イ繊 維 登 生 、 凝 固 ノ有 無、 肋 膜 瀦 溜 液 、廣 範 園 ノ

癒 著 、 胸 廓 ノ取 縮 、 呼 吸 筋 ノ状 態 、反 封 側 肺 ノ疾 病 ノ

廣 サ ト型 ノ様 ナ 内部 的 叉 ・・外 部 的 因 子 二原 因 スル 。

e.氣 胸 肺 ノ蓮 動 ・・ソvヲ 被 ウテ ヰ ル胸 廓 ノ蓮 動 ヨ リ

モ大 デ アル 。

f.氣 胸 肺 ノ「レソ トゲ ン」的 呼 吸 比 率 ・・54カ ラ99・7
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デ ノ墾 化、帥 チ蓮 動 大 ナル 者 カラ殆 ド完全 二訣 ケ テ ヰ

ル モ ノ迄 ノ攣 化 ガ アル。著 者 ノ例 デ ノ・50ト59ノ 間 ニ

アル モ ノ ノ・11例(17.7%)、60ト69ノ 間 二在 ル モ ノ ノ・

20例(32.3%)、70ト79ノ 間 二在 ル モ ノ ガ17例(27.4

%)、80b89ノ 間 二 在 ル モ ノ ガ11例(17.7%)、90ト

99ノ 間 二在 ル モ ノガ3例(4.9%)デ アル 。

g.i封 照 ト比 較 ス ル トニ ッ ノ 重 要 ナ 事 實 ガ 登 見 サV

ル 。 第1・ ・健 康 人 デ観 察 サ レナ カ ツタ様 ナ90b99b

ノ問 ニ ア ル 呼 吸 比 奉 ハ僅 二4.9%二 起 ツ タ。 第2二 著

シイ胸 廓 開 縮 ノ差 ヲ 示 ス所 ノ50ト59ト ノ 間 ニ アル

呼 吸 比 牽 ヲ有 ヌ ル モ ノ ノ百 分 卒 ・・封 照群 ヨ リモ 氣胸

群 二4倍 大 デ ア ツ タ.

h.完 全 氣胸 肺 ノ蓮 動 ノ研 究 デ ナ サ レタ 結 論 ノ・治 療 肺

ノ患 部 ノ運 動 二當 嵌 マ ラ ナ イ ト言 フ 事 實 ガ 力 訊 サ レ

ネ バ ナ ラナ イ。

i.氣 胸 肺 ノ患 部 ノ呼 吸 蓮 動 が 犯 サ レナ イ部 分 ヨ リモ

小 ナル モ ノ・・63.4%デ 、殆 ド同 ジモ ノ ノ・24.4%デ ア ツ

タ。 患 部 が犯 サ1ノ ナ イ部 分 ヨ リモ 大 ナ ル 呼 吸 運 動 ヲ

示 シタ モ ノハ12.2%デ ァ ッ タ。

」.若 シ無 理 ナ 呼吸 ノ測 定 カ ラ 出 タ 「Vソ トゲ ソ」的 呼

吸 比 率 ガ安 静 ナ呼 吸 二相 當 ス ル 標 準 一 マ デ 比 例 シテ

下 ゲ ラ レル ナ ラバ 、肺 ノ罹 患 部 ノ運 動 ガ人 工 氣 胸 ニ ヨ

リ十 分制 限 サ レ・得 ル ト言 フ事 ノ・明 白 デ アル 。

k・ 罹 患 部 ノ運 動 ノ著 シ イ制 限 ノ・人 工 氣胸 二nリ1.95

%二 起 サ レタ。 此 群 ・・普 通 人 二存 在 シナ イ90b99ノ

問 ノ呼 吸比 卒 ヲ持 ッ テ ヰ タ。ナ ホ健 康 ナ成 人 トノ比 較

ハ制 限 サ レタ蓮 動 ヲ指 示 ス ル 塵 ノ高 イ 呼吸 比 率(80ト

90ノ 間)ノ モ ノ ・百 分 卒 が、 罹 患部 ノ測 定 ヲ現 ・・ス群

二於 テ ハ、封 照 二於 ケ ル モ ノヨ リ3倍 以 上 大 デ ア ツ タ

ト言 フ事 ヲ示 シテ居 ル。

L氣 胸 ハ罹 患 シタ肺 ノ胸 廓 開 縮 ノ差 ヲ減 ズル ヨ リモ

寧 口塘 ス 様 二思 ノ・レル 確i實 ナ例 ガ ァル 。

m.人 工 氣 胸 療 法 ノ施 行 前b施 行 中 トノ肺 ノ呼 吸披 大

ヲ比較 スル ト、治 療 サ レタ肺 ノ罹 患部 ノ蓮 動 ガ 治療 前

ノ全 肺 ノ蓮 動 ヨ リ少 イモ ノ ハ54 .5%、 是 等 ノ部 ノ蓮

動 ガ』±5以 内 ノ 非 常 二 近 似 ノ モ ノガ18.2%、 治 療 中

罹 患 部 ノ蓮 動 ノ限 界 ガ 治 療 前 ノ 金 肺 ノ ソ レヨ リモ大

ナ ル モ ノガ27.3%デ ア ツ タ。(宇 多 野 小 川 抄)

石 塵 肺結 核

Brumfiel,D.MamdGardner.L.U ..Silico・Tuberc.

ulosis.

著 者 ハ慢 性 結 核 二 來 ル 塵 肺 ヲ論 ジテ居 ル 。
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(宇 多 野 小 川 抄)

結 核 菌 ト結 核 症 二封 ス ル 短 波 長 放 射 線 ノ影 響

Corper.H.J.,Cohn,MauriceL.,Simpson,M.G.

andBower,C.:(FormtheResearchDepartment,

NationalJewishHospital.Denver,Colorado)The

EffectofRadioShort-wavesonTubercleBacilli

andTuberculosis

短 波 長 放 射線 治療 二 關 シ テ ハ 近 年 種 々 論議 サ レテ ヰ

ル 。 之 ト結 核 トニ 就 イ テ ・・1931年_Haage及 ビ

Schliephake・ ・4。8米 ノ短 波 長 放 射線 ノ結 核 菌 二封 ス

ル 作 用 ヲ、熱 ノ ミ ヲ用 ヒタ モ ノ ヲ封 照 トシテ比較 實験

シ生 理 的 食 輯 水 中 ノ 人 型結 核 菌 ・・短 波長 放 射 線 照 射

ニ ヨ リ10分 デ殺 サ レタ ガ
、 同温 度 ノ熱 ノ ミ ヲ作用 セ

シ ムル ト ソ ノ菌 が殺 サ レル ニ ノ・30分 ヲ要 シ、 種 々 ノ

波 長 ノ光 デ照 射 ス ル ト、全 艦 トシテ菌 ・・短 波長 ノモ ノ

(3乃 至20米)ニ ヨ リ、 長 波長 ノモ ノニ ヨル ヨ リモ著

ジク 害 セ ラ レル先 叉海 狸 ヤ 兎 ノ脚 ノ關 節 二感 染 セ シメ

テ短 波長 放 射 線 治療 ヲヤル ト、ソ レニ ヨ リ感 染 ハ阻 害

セ ラ レ!ル!ト述 ベ テ ヰ ル。

Beerens及 ビRemonchamps・ ・1935年 二牛 型 結 核 菌

bBCG菌 ヲ海6冥 二 注 射 シ5米 ノ 短 波 長 放 射 線 ヲ毎

日10分 間宛 放 射 シタ ガ何 等 影響 が無 カ ツタb言 ヒ
、

Vercesiモ 牛 型 結 核 菌0 .1mgmヲ 兎 ノ静 脈 内 へ 注 射

シ5・75米 ノ短 波長 線 ヲ毎 日1群 ニ ノ・5分 間、 他 ノ群

ニ ハ10分 間 宛 放 射 シタ が、 治療 的 数 果 が無 ク、 放 射

サ レタ兎 ノ肺 ヲ解 剖 スル ト充 血 ヲ認 メ、5分 間 以 上 照

射 シタ動 物 デ ・・殊 二著 明 デ ア ソタ。而 シテ其 肺 充血 ハ

短 波 長 線 ノ熱 作 用 ニ ヨル モ ノ デ、結 核 症 二於 テ ハ大 景

ノ使 用 ヲ禁 忌 トジテ居 ル
。

1936年 二Kling及 ビRubin・ ・6米 ノ超 短 波長 線 デ

「モ ル モ
ット」ヲ照 射 シ、i封 照 二比 較 ジテ 結 核 病 竈 ノ進

展 二何 等 影響 がナ ク 、叉 有 害 ナ作 用 モ 合併 症 モ認 メ ラ

レナ カ ソタ ト言 ツ テ居 ル
。Fabian及Graham・ ・各 種

ノ細 菌 二ve・yテ 、1秒1千 萬 「サ イ47v」 ノ周 波(約30

米)が 最 モ有 数 デ、 之 ハ温 度 が 高 ク ナ ル タ メ デ ア ル ガ

温 度 ノ上 昇 ノ ミが殺 菌/唯 一 ノ 因 子 ト・・思 ・・レナ イ

b言 ツ テ居 ル 。 叉1935年 二Gale及 ビMiller・ ・温

度 ヲ調 節 シ種 々 ノ菌 二 封 ス ル 短 波 及 ビ 超 短 波 長 線 ノ

殺 菌 力 ヲ検 シ致 果 が ナ カツ タ ト言 ツテ ヰル。

著 者 ノ・文 献 ヤ臨 林 的 結 果 ノ報 告 二刺 戟 セ ラvテ 、約3

年 前 カ ラ超 短 波 長 治療 ノ實 験 ヲ始 メ タ。初 期 ニ ハ市 販

ノ雨 極 板 装 置 ト不 定 ノ 波長 ノモ ノヲ 使 用 シ 満 足 シテ
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ヰ タ ガ、實 験 結 果 ノ・不 渦 足 デ ア ツ タ カ ラ 自分 ノ目 的 二

適 磨 ス ル様 ナ装 置 ヲ 組 立 テル 標 決 心 シタ。 此 装 置 ハ

2・8米 ノ波長 ヲ出 シ照 射 ヲ縫 績 シナ ガ ラ ソ ノ中 デ動 物

ヲ飼 養 シ、菌 浮 游 液 ヲ保 存 シ得 ル標 ニ シ、 且 ツ温 度 ノ

上 昇 ヲ避 ケ、純 粋 ナ短 波長 線 ノ ミガ作 用 ス ル標 ニ シタ

モ ノ デ アル 。

1)結 核菌 二封 ヌ ル短 波 長 放 射 線 ノ影 響 。

早 期 ノ實 験 デ ・・4.8乃 至186米 ノ 波 長 線 ヲ 以 テ1αCt

中 二 〇.01mgmカ ラ0.000001mgmノ 結 核 菌 ヲ含 ム

0.9%食 盤 水 浮 游 液 ヲ、6乃 至30分 照 射 シタ ガ何 等 殺

菌 的 数 果 ガ無 カツ タ。

i欠二室 温 ト37度 ト ノ2群 二500「 ミ リア ソ ペ ー ア」ノ

電 流 ヲモ ツ タ2.8米 ノ 波 長 放 射 線 デ 人 型 結 核 菌 ノ 食

盤 水 浮 游液 ヲ30日 間連 績 照 射 シ、 ソ ノ問2乃 至3日

毎 ニ ソ ノ菌 浮 游 液 ヲ培 養 基 二 接 種 シ 菌 ノ 生存 力 ヲ決

定 ス ル様 ニ シ タ。此 實 験 ニ ヨル 菌 ノ登 育 ノ・ソ ノ量 モ 型

モ 照 射 セ ラ レタ モ ノ ト照 射 サ レ・ナ イモ ノ トノ 間 ニ ノ・

何 等 ノ差 違 が ナ カ ツ タ。帥 チ2.8米 ノ波 長 線 ・・菌 ノ生

育 力 二封 シ何 等 認 ム ベ キ影 響 ヲ及 ポ サ ナ ヵ ツ タ。

2)實 験 的 結 核 二及 ボ ス短 波 長放 射線 ノ影 響

兎 ノ耳 ノ皮 下 二色 々 ノ量 ノ 結 核 菌 ヲ 注 射 シ 火 傷 ヲ生

ズ ル迄 照 射 シタ ガ結 核 菌 ノ生 育 力 二影 響 ガ 無 カ ツ タ。

即 チ60米 波 長 放 射線 ヲ 日 々2時 間 宛 合 計24時 間 照

射 シタ ガ影 響 ガ無 ク 、叉 著 者 等 ノ實験 範 園 ノ他 ノ波 長

デ モ同 様 デ ア ツタ。

次 二 「モル モッb」 二 〇.02mgmノ 結 核 菌 ヲ含 ム浮 游 液

ヲ静 脈 内 二注 射 シ、ソ ノー 部 ノモ ノ;-30日 間i連績2.8

米 短 波 長 放 射 線 治 療 ヲ行 ヒ、叉 結 核 菌 ヲ注 射 シナ イモ

ノ ・一 部 ニモ 同襟 ノ照 射 ヲ行 ッ タ。

然 ル時 ・・ス ベ テ ノ感 染 動 物 ・・治療 サ レナ イモ ノモ、サ

レタ モ ノモ髄 重 ガ減 ツ タ が、非 感 染 動 物 ノ・照 射 ノ有 無

二拘 ラ ズ膿 重 減 少 ・・明 カ デ ナ カ ツタ。

帥 チ照 射 ノ ミデ ・・非 感 染 動 物 ニ ハ大 ナ ル 攣 化 が無 ク、

感 染 動 物 ノ・照 射 ノ有 無 二拘 ラ ズ 総 テ 中 等度 ノ 全 均結

核 ヲ示 シタ。

以 上 ノ如 ク短 波 長 放 射線 ヲ人 型結 核 菌 二蓮 綴30日 間

照 射 シ テモ 菌 が害 セ ラ レ ズ、叉 海 狸 ノ實 験 的結 核 二i封

シテ モ何 等 短 波 長 線 が 影響 ヲ 及 ボ サ ナ イ ト言 フ事 ハ

高 周 波電 流 ノ生 物 學 的 作 用 二 就 イ テ ハ 決 定 的誼 擦 ガ

無 イ ト言 フMortimer及 ビOsbomeニ ヨ ツテ最 近

述 ベ ラ レタ 意見 ヲ支 持 ス ル モ ノデ アル.ヌ 浬 熱 ソ/モ

ノ・・髄 内 デ結 核 菌 ヲ殺 ス 事 が出 來 ヌ ト言 フ 事 ガ 前 二
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示 サ レタ カ ラ、短 波 長 放 射 線 治 療 ノ・衙 結 核 ノ正 當 ナ 治

療 法 ト・・考 ヘ ラ レナ イ。(宇 多 野 小 川 抄)

肺 結 核 症 卜子 供 ノ 「ツ ベ ル ク リン」笈 底 二 及 ボ ス 傳

染 病 ノ影 響

Nalbant,J.P.:TheEffectofContagionsDiseases

onPulmonaryTuberculosisanlontheTuberculin

ReaktioninChildren.

結 核 小 見 二於 ケ ル 咽喉 ノ連 鎖 状 球 菌 感 染

Mitche1LGertrude・F.:StreptococcusThroatInfec-

tioninTuberculousChildren .

7tラ デ ル7tア ニ 於 ケ ル 黒 人 間 ノ 結 核 作 業

Brown,HorveyDee:TuberculosisWorkamong

NegroesinPhiladelphia.

治 毒 喀 疾 ノ 細 菌 楡 査 的 試 験

Politora,ElenaI..BacterioscopicExaminationof

SterilizedSputum.

結 核 外 專 門 雑 誌

一 般的 蛇 二 外 観 上非 持 異性 膀 胱 炎 二 於 ケ ル 結 核 菌

尿 二就 テ

HerlertWeber:DieTuberkelbazillurieimallgem-

einenundbeimauscheinendunspezifischenBlasenk・

atarrh(ZeitschriftftirUrologieBand.30,Heft6,

1936.)

造 尿 器 系 結 核 ノ診 断

腎 臓 及 ビ膀 胱 結 核 ヲ詮 明 セ ソ ト欲 セ バ 充 分 ナル 検 尿

必 要 ナ リ。Ziel-Neelson氏 染 色 二依 リテ抗 酸 性 菌 ノ登

見 アt・バ容 易 ナ リ。膀胱 内部 ノ攣 化 ・・膀 胱 鏡 ニ ヨ リテ

非 常 二正 確 二知 ル ヲ得 。從 ツ テ腎 臓 結 核 ニ テ膀 胱 、輪

尿 管 口等 二 潰 瘍 アル モ ノ・・、 之 ニ ヨ リテ 診 噺 明 カ ナ

リ。腎 臓 結 核 ノ早 期 診 断 二 ・・腎 臓 機 能 検 査(「 イ ン ヂ ゴ

カル ミソ」試 験 等)及 ビ抗 膣 免疫 試 験 必 要 ナ リ。爾 ホ診

噺 上 臨 昧 的 二各 種 ノ 楡 査 ヲ 行 フ コ トハ 勿論 大 切 ナ ル

モ、 結 核 感 染 ノ原 因 及 ビKoch氏 菌 謹 明 ノ・更 二重 要

ナ リ。Koch氏 菌 獲 見 ハ 常 二 必 ズ ンモ 容 易 ナ ラ ズ。

Uhlenhut氏 ・・「ア ソ チ ホ ル ミ ソ」探 取 法 ヲ用 ヒタ リ。

爾 ホー 暦 正確 二 ・・培 養 ニ ヨ リテ 菌 ヲ 謹 明 ス ル コ トナ

リ。 培 養 法 登 見 ノ爲 メ ニ ハ多 数 ノ細 菌 學 者 ガ年 鹸 、10

年 鹸 モ苦 心 シ タル モ ノニ シテ、 現 今 二於 テ ノ・L6wen・

stein培 養 法 ガ最 モ適 當 ナル モ ノ ト奇 ル。 即 チ近 年 二

於 テ ・・培 養 法 ・・動 物 試験 ト同 様 二結 核 菌 誰 明、ヒ イテ

ハ 泌 尿 生殖 器 結 核 診 噺 上 鉄 ク ベ カ ラザ ル モ ノ ト ナ レ

リ。

結 核 菌 尿

廣 義 結 核 菌 尿 トノ・尿 中 二 結 核 菌 ノ 排 出 ス ル コ トナ リ

(勿 論 腎 臓 膀 肱 生殖 器結 核 ヲモ 含 ム)。併 ジ其後 結 核

菌 尿 ナ ル 概 念 ハ漸 次 狭 義 トナ リ、一 結 核 竈 ヨ リ血 液 中

ヲ循 環 ジ叉 ・・重 症 結 核 堵際 二 艦 中 二 多 数 ノ 菌 存 在 シ

健 康 ナ ル腎 臓 ヲ通 過 シテ 髄 外 二 排 出 サル ・コ ト ・ナ

レ リ。

結 核 攣 化 ヲ起 サ ザ ル 腎 臓 ヨ リKoch氏 菌 力●排 出 サv

タ リ ト初 メ テ報 告 シタ ル ハFoulerton,Hilliers(1901)

雨 氏 ニ シテ之 二封 シテ櫨 威 者 ノ賛 否 相 牛 パ セ リ。斯 ク

ノ如 キ場 合 二殊 二 男 子 二 於 テ ノ・往 々 生 殖 器結 核 ア〃

コ トア レバ注 意 ヲ要 ス。 外 國 丈 献 二徴 シ テ モ、結 核 菌

尿 支 持 者 ノ・漸 次 塘 加 ヤ リ。Spanis氏 ノ・20例 重 症 結 核

患 者 二於 テ1同 ノ結 核 菌 尿 ヲ見 タ リ。BretonヤDe・

conlx氏 等 ノ佛 蘭 西 學 派 ノ人 々 モ結 核 菌 尿 ノ・非 常 二稀

ナル モ存 在 ス ル ト言 ヘ リ。結 核 性 腎 臓 炎 ナ ル 特 別 ノ名

ノ元 二結 核 菌 尿 ヲ正確 二、且 ツ原 因 的 二究 明 セ ン ト試

ミタル ・・Kielleutner及 ビWildbolz雨 氏 ナ リ。

L6wenstein,Reitter,CoroniniゴStengel氏 等 二依 ソ バ

結 核 菌 ガ健 康 ナル 腎 臓 ヲ通 シテ 出ル 結 核 菌 尿 ノ・敢 テ

稀 有 ナノレコ トニ非 ズ、之 ト腎 臓 結 核 ニ ヨル 菌排 出 トハ

臨 林 的 二鑑 別 容 易 ナ リ ト。

排 出抗 酸 性 菌 ノ形 態 及 ビ培 養

Koch氏 菌 ノ形 態 ・・…種 々二 墾 化 ス ル モ ノナ リ。Much

氏穎 粒 及 ビ抗 酸 性 ナ ドノ・恥 垢 桿 菌 等 ニ モ 存 ヌル モ ノ

ニ シテ、是 等 ト匠 別 スノレニ ノ・尿 ヲ綺 麗 二探 取 ス ル コ ト

及 ビ特 殊 染 色法(Pampanau・Sabatucci染 色 法)ニ ヨ

リテ可 能 ナ リ。一 般 二抗 酸 性桿 菌 ノ・培 養 二俵 リテ 特 殊

ノ砂 糖 菓 子 襟 ノ聚 落 ヲ得 、動 物 試 験 ニ テ特 殊 ノ結 節 ヲ

作 ル 。

最 近 二 ・・急 速 二温 潤 二登 育 スル1種 ヲ謹 明 セ リ。之 ハ 、

從 來 ノ結 核 菌3型 二i野 ス ルS型 二 相 當 ス ル モ ノニ ン

テ・ 動 物 試 験 ニ テ輕 度 ノ病 原 性 ヲ有 ヌ。 尚 ホPapper

民 及 ビ ソ ノ共 同研 究 者達 ノ・黄 種 ナル モ ノ ヲ 壁 表 セ リ。

之 ハ 室 温 ニ テ急 速 二 生長 ス ル モ ノニ ン テ 聚 落 ガ 黄 色
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ヲ帯 プル ニ ヨ リテ コ オ名 ア リ。Popper氏 ・・黄色 菌 状

徹 菌 ナ ル 名聡 ヲ附 シテ 眞 正 結 核 菌 ト匠 別 シタ リ。之 ・・

動 物 試 験 二於 テ殆 ン ド病 原 性 ヲ有 セ ザル モ ノナ リ。

培 養 方 法 ト シテ ハ清 浮 二探 リタ ル尿 ヲ逡 心 沈澱 ン、ソ

ノ沈 渣 ヲL6wenstein培 養 基 二植 ヱ テ34-36。Cノ 艀

卵 器 中 二24時 間 保 持 ス〃6

槻 察 臼己 症 例

152例 ノ外 観 上 ハ非 特 異 性 膀 胱 炎 ノ如 〃見 ユ ル 患 者 ノ

尿 中 ヨ リ ノ結 核 菌 培 養 ヲ 行 ヒタ ル ニ10例(6.5%)二

於 テ 陽 性 ヲ得 タ リ。中7例 ハ 典型 的 ノモ ノニ シテ 動 物

二病 原 性 ア リ。3例 ・・非 典型 的 ノモ ノニ ジテ海 狸 二病

原 性 ナ シ。菌排 出 者 バー 般 二老 人 二多 キ コ トハ注 目二

債 スベ キ コ トニ シ テ、換 言 ス レバ老人 二於 ケ ル重 症 膀

胱 炎 ・・多 ク ハ結 核 二 由 來 ス ル モ ノナル コ トヲ 承 認 シ

得,臨 休 的 二10例 中3例 ハ空洞 性 腎 臓 結 核 ニ ジテ、

中1例 ハ 手術 ニ ヨ リテ明 力bナvリ 。培 養 試 験 ノ・最 モ

速 ヤ カニ確 實 ナ ル結 果 ヲ得 ル モ ノニ シ テ、早 期 診断 上

重 要 ナ ル モ ノナ リ。(阪 大 皮 尿科 若 杉 長 門 抄)

類 副 腎腫 内結 核 感 染

RudolfChwalla:Tuberku16seInfektioninHyper-

nephroid「ZeitschriftftirUrologieBand,30,Heft6,

1936)

腎 臓 悪 性 腫 瘍 二於 テ結 核攣 性 ノ 出 現 ・・病 理 學 者及 ピ

臨 抹 窩 學 ニ トリテ 興 味 深 キ コ トナ ル モ 極 メ テ 稀 有 ナ

ル モ ノナ リ。

腎 臓 結核 ト腎 臓 腫 瘍(最 モ屡 く類 副 腎腫 ナル カっ トガ

共 同 二存 在 ス ル コ トノ・上 ノ場 合 ヨ リモ 数 多 ク遭遇 ス。

Keen氏 ・・自己 ノ症 例 ヲ モ加 ヘ テ10例 ヲ得 タ リ。 而

シテ ソ ノ大 部 分 ・・最 近10年 間 二 報 告 サ レ シモ ノナ

リ。

Caoper氏 ・・1例 ヲ見 、 極 〃最 近 二登 表 シタ ルPitro・

lffyszabO氏 ノ2例 ヲ合 シテ今 日迄 二都 合13例 ア リ。

鼓 二興 味 アル コ ト・・結 核 感 染 ノ・全 ク 、叉 ・・圭 二腫 瘍 ニ

ノ ミ限 ラ レ、 ドノ例 ニ テ モ固 有 ノ腎 臓 結 核 ノ存 在 セ ザ

ル コ トナ リ。之 ・・血 流 二依 リテ結 核 菌 ガ撒 布 サ レ崩 壊

組 織 二把 持 サ レ・、特 殊 ナ結 核 組織 ヲ作 ル モ ノニ シテ、

若 シ腎 組織 ガ 全 部 壌 サ レテ ヰノレナ ラ バ 菌 侵 入 ハ 腎 實

質 及 ビ腎 新 生 物 内 二 同時 二到 ル ベ キ ナ リ。

余 ノ経験 セル ハ67歳 ノ女 子 ニ テ、 腎 腫 瘍 内部 及 ビ新

生 物 ナ キ腎 實 質 ノ問 質 二 特 有 ナル 結 節 ノ 壁 生 セル モ

ノ ニ シテ、 女 子 ハ生 來 健 康 ニ シテ 既往 歴、家 族歴 二結

核 疾 患 ナ シ。之b類 似 例 ・・Albrecht,Lubarsch,Clar.
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Keen氏 等 ニ ヨ リテ獲 表 サ レタ リ。Keen氏 ・・類 副 腎

腫 ・・腫 瘍 ノ切 片 二 巨大 細胞 散 在 ス ル コ ト等 ヨ リ見 テ 、

原 因 的 ニ ノ・結 核 二 侵 サ レタル 腎 臓 二 由來 ス ル モ ノナ

ラ ソ ト考 ヘ タ リ。

総 テ是 等 ノ例 ・・認 ムベ キ結 核 ヲ 髄 ハ何 レ ノ 部 分 ニ モ

有 セ ザル 、生 來至 極 健 康 ナル 老 人 二來 リタ ル モ ノ ニ シ

テ、類 副 腎 腫 組 織 ノ結 核 墾 化 ハ顯 微 鏡 的 二謹 明 サ ル ・

モ ノナ リ.(阪 大 皮 尿科 若 杉 長 門 抄),

男 子 生 殖 器 結 核 ノ療 法 二 就 イ テ

HausWildholzinBern:UberdieBehandlungder

GeritaltuberculosedesMames(ZeitschrlftfifrUrol-

ogieBand,30Heft7,1936>

男 子 生殖 器 結 核 ノ・非 常 二倣 多 キ モ ノナル モ、之 ガ療 法

二就 テ ハー 定 ノ方 針 ナ キ ガ如 シ。

吾 人 ハ妓 二、コ ノ方 面 ノ経 験 ヨ リ得 タ ル 正 シキ療 法 ヲ

述 ベ ソ。

男 子 生 殖 器 結 核 中最 モ 目 ニ ッ キ 易 キ ・・副 睾 丸 結 核 ナ

リ。 併 シ副 睾 丸 結核 ト 同 時 二他 ノ 生殖 器 泌 尿 器 及 ピ

ソ ノ他 ノ臓 器 例 之 肺 臓 等 ニ モ 結 核 竈 アル モ ノナ リ。

Kretschmer・ ・85人 ノ副 睾 丸 結 核 患 者 ノ中70人 二於

テ 擬 護 腺 及 ビ精 系結 核 ヲ見 タ リ ト言 フ。

・一 般 二男 子 生 殖 器 結 核 ・・最 初 二副 睾 丸 ヲ侵 シ、次 イデ

振 護 腺 情 系 ヲ侵 ス 如 ク 考 ヘ ラ レタ ル モ、 ソ レ・・副 睾 丸

結 核 ハ臨 抹 的 二登 見 シ易 イが、撮 護腺 精 系 ノ ソ レノ・臨

脈 的 二獲 見 シ難 イ カ ラ デ、 ドチ ラ ガ先 二侵 サ レ・ル カ バ

時 ト場 合 ニ ヨ リテ ー 定 シナ イ。

多 ク ノ事 實 ヨ リ副 睾 丸結 核 二 ・・局所 的 ノ 虜 置 ノ ミナ

ラズ、一 般 封 結 核 療 法 重 要 ナ リ。 併 シー 般 療 法 ノ ミデ

副 睾丸 結 核 ヲ治癒 セ シ ムル コ ト・・不 可 能 ナ リ。 「ツ ペ

ル ク リソ」療 法 、「ワ ク チ ン」療 法 ノ・籐 リ用 ヒ ラ レナ イ。

痩 管形 成 アル モ ノ_・ ・魎 水 浴 行 ・・レ、 ソ ノ 他 氣候 療

法 、 日光療 法 必 要 ナ リ。

一 般 氣 候 療 法 ヤ 日光 療 法 ニ ヨ リテ結 締 織 ノ墳 殖
、結 核

竈 ノ分 域 等 ヲ來 ス モ 、爾 ホ寝 潤 残 リ組 織 學 的 二 ・・結 核

像 見 ラ レ、 完全 ナル 治 癒 ・・殆 ソ ド望 ミ得 ズ。

生 殖 器結 核 二 封 ス ル 局 所 「レ ン トゲ ン」照 射 が 屡 く報

告 サ レル モ、之 モ病 胱 ヲ輕 快 セ シムル ノ ミニ シテ 決 シ

テ全 治 セ ンメ得 ル モ ノニ非 フご、反 ツ テ睾 丸 内分 泌 作 用

ヲ障 碍 ス ル 危 瞼 ア リ。 ソ ノ他 「イ ヒチ ヨ ール 」、沃 度 軟

膏 、「エ ク テ ビ ン↓軟 膏 ヲ局 所 二貼 布 スル モ 治癒 作 用 ハ

全 ク 問題 トナ ラ ズ。

以 上 ノ非 槻 血 療 法 二i封 シテ 槻 血療 法 ア リ。
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1)片 側睾丸別 出術

特 二痩 管形成 アル副睾 丸結 核 ノ場合 二行 ノ・レ・、全 身状

態 ヲ良好 ニシ、結 核 ノ蔓延 ヲ防グモ ノナ リ。之 ニ ヨリ

テ副睾丸結核 ノミナ ラズ、撮護腺及 ビ精 系結 核 モ退行

スル モ ノナ リ。故 二本症 が片側 二限 ラレテ來 ル モ ノト

ス レバ本方法 ・・理想 的/モ ノナ リ。併 シー般 二副睾丸

結 核 ・・雨側性疾 患ナ リ。雨側性結核性 副睾丸炎 ノ場合

ニノ・睾丸 内分泌作用障碍 及ビ精紳的、肉燈 的 ノ影響 ヲ

考 慮 二入 レテ、

2)副 睾 丸別 出術

ヲ施 行ス。 本方法 ・・副睾丸 ト睾丸 トが分離 出來、帥 チ

結 核病攣 が全 々睾丸 二及 バザル カ、極 〃小範 園 二限極

サ レタル場合 二数果 的ナ リ。併 シ之 ガ爲 メニ粟粒 結核

ヤ睾丸萎縮 ヲオ コス危瞼 アル時 二・・中止 スベ キナ リ。

副睾丸別 出術 ヲー時 的 二同避 ス ソバ如何?。 ソノ結 果

・・極ク少数 二於 テハ搬痕 ヲ以 テ 治癒 スル モ 精 子輪迭

等 ノ作用 ・・全 ク阻止 セラル。大多数 二於 テ・・睾丸 二結

核 性病髪 が及 ンダ リ、膿 瘍形成、痩 管形 成 ヲ來ス。副

睾 丸 ノ結 核性病攣 ガ如何 程 ノ時 日 ヲ経 テ 睾丸 二移行

スル モ ノナル カ・・明言出來 ヌ故、副 睾丸別出 二・・早期

手 術 ヲ推奨 スノレ。荷 ホ此 ノ外 二結核攣 性 ヲ起 セル副睾

丸 ヲ電氣 刀ニテ開キ、結 核病竈 ヲ掻破嶢 灼スル方法 ア

ル モ不 充分 ナ リ。

斯 ル局所療法 二 加 フル ニー般 封結 核療法卯 チ 前違 ノ

日光療法、氣候療 法等 ヲ併 用スル コ トが肝 要ナ リ。

副 睾丸結核 患者 ノ約3!4ノ・囁護腺結核 ヤ精嚢 結核 ヲ件

フモ ノニ ジテ、之 ヨリ副 睾丸別 出後 ヤ睾丸別出後 二他

側副 睾丸 二結 核性病攣 ヲ起 スモ ノナ リ。故 二樋護腺 ヤ

精巽 ノ結 核竈 ヲ除去 スル コ ト必要 ナル モ、之 ・・非常 二

大 ナル手術 ニ シテ、大 ナノレ危 瞼 アル モ ノニ シテ殆 ソ ド

不 可能ナル コ トナ リ。(阪 大皮尿科 若杉 長門抄)

腎膿結核診断上結核 菌讃 明 ノ意義呂就 テ

HermannSchneider:DieBedeutungdesNachwe-

isesvonTuberkelbazillenbeiderDiagnoseder

Nierentuberculose(ZeitschriftfOrUrologieBand

31,Heft4,1937)

前年Wildholzガ 腎臓結 核 ノ自然治癒 可能性 二關 シテ

研究 獲表 ヲナ シテ以來、1・ 結核菌 が結核性墾化 ヲ招

來 セズ シテ腎臓 ヲ通過 シ得 ルヤ否 ヤ、2・ 姑 息療法 ニ

ヨ リテ腎臓結 核 ハ治癒 シ得ル ヤ否 ヤガ問題 トナ レ リ。

實際肺結核 ナ ドノ場合腎臓 二何 等 ノ攣 化 ヲ來 サズ シ
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テ結 核 菌 ノ排 出 ヲ見 ル コ トア リ。 叉2-3ノ 腎臓 結 核

二於 テ ハ科 學 的 批 列 ノ下 二 於 テ、姑 息 療 法 ニ ヨ リテ 治

癒 セ リ ト思 ・・ル ・例 ア リ。 併 シ、Stenholm,Tzschir・

ntsch,Wildholzナ ドニ依 ル ニ斯 ル全 治 ノ・異 例 ニ シテ 、

全 髄 トシ テ ・・是 認 ス ベ キモ ノニ非 ズ シテ 、從 來 ト同様

ニー 側 性 腎 臓 結 核/際 ニ ハ 該 腎臓 摘 出 術 コ ソ 最 モ 當

ヲ得 タ ル療 法 ナ リ トノ結 論 二到 達 セ リ。

今 日腎臓 結 核 ノ診 噺 殊 二 早 期 診 噺 ヲ ナ ス コ トノ・非 常

二必 要 ナ ル コ トナ ル モ、之 ハ必 ズ シモ常 二容 易 ナ ル コ

トニ非 ズ。 勿 論 膿 尿 内 菌登 見 、膀 胱 内 ノ特 殊 墾 化 、 腎

臓 機 能 障 碍 、腎 臓 内部 崩 壌 竈 等 ア レ バ明 カナ リ。 併 シ

Sinzノ 例 二於 ケ ル如 ク 、菌 登 見 及 ビ動 物 試 験 二 於 テ常

二陰 性 ヲ示 ス 場 合 ニ モ、腎 臓 機 能 障 碍 ヤ逆 流 性 腎 孟 撮

影 術 等 ニ ヨ リテ臨 肱 的 二確 診 出 來 ル モ ノ ナ リ。Rehn

ノ敏 室 二 於 テ 余 ・・酸 「ア ル カ リー 」轄 換 試 験(Saure

Aekali-Umschlagsprobe)ガ 他 ノ 腎 臓 員 荷 試 験9リ モ

優 秀 ナル 補 助 試 験 法 ナ ル コ トヲ認 メ タ リ。Sinzノ 記

載 例 以 後 二於 テ、吾 人 ・・吾 人 ノ見 解 ガ正 當 ナ リ ト認 ム

ル5例 ヲ得 タ リ。是 等 ノ例 二 於 テ モ臨 林 的 及 ビ細 菌 的

ノ槍 査 ヲ行 ヒタ ル モ、組 織 學 的 ノ検 査 ヲ鉄 如 ス ル 故 二

結 核 性 腎 臓 炎 ノ存 否 二 關 シテ ハ 決 定 的 二 断 言 スル ヲ

得 ズ。

吾 人 ハ多 〃 ノ経 験 ヨ リ家 ノ結 論 ヲ得 タ リ。

1)崩 壊性 機 轄 ヲ件 フー 側 性 腎 臓 結 核 ノ 場 合 ニ ノ・腎

臓 摘 出術 が最 適 ノ治 療 法 ナ リ。而 シテ若 シモ 腎 臓 結 核

ノ自然 治 癒 二就 テ ノ最 近 ノ 報 告 が 腎 臓 結 核/手 術 療

法 二封 ス ル 從 來 ノ方 針 二 何 等 ノ 攣 化 ヲ 與 ヘ ナ イナ ラ

バ、乾 酪墾 性 ヲ起 セル 総 テ ノ腎 臓 結 核 二於 テ 自然 治癒

ヲ見 ル コ トナ〃 、從 ツ テ蓬 延 的 姑 息 療 法 ハ病 勢 ヲ悪 化

ス ル モ ノナ リ。

2)結 核 性 崩 壊 ヲ來 ス コ トナ シニ、一 側 腎 臓 ヲ通 シテ

結 核 菌 ノ排 出 ヲ來 ス コ トア リ。 コ ノ際 姑 息 療 法 ヲ行 ヒ

テ 可 ナ ル モ、該 患 者 ヲ良 心 ヲ以 テ注 意 深 ク 監 覗 スル 必

要 ア リ。初 期 ノ良 好 ナ ル経 過 ヲ以 テ腎 臓 結 核 二非 ズ ト

噺 言 ス ル ハ 早計 ナ リ。

(阪 大 皮 尿科 若 杉 長 門 抄)

腎膿 結 核 ノ 「レ ン トゲ ン」診断 二就 テ

EinarLjunggren:ZurR6ntgendiagnostikrderNie。

reutuberkulose(ZeitschriftftirUrologieBand32,

Heft1,1938)

1911年r・LichtenbergヤDietlen等 ・・逆 行 性 腎 孟 撮

影 法 が腎 臓結 核 ノ 早 期 診 噺 上 債値 アル モ ノナ ル コ ト
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ヲ提 唱 シテ多 ク ノ學 者 ノ賛 成 ヲ得 タ リ。然 シコノ 方 法

ノ・一 般 二 ・・磨 用 シ 得 ナ イ 不 便 ア リ、 叉Casperヤ

Rubritius等 ・・本 法 使 用 ニ ヨ リテ 粟粒 結 核 ヲ惹 起 ヌ ル

ナ ソ レア リ トシテ反 封 セ リ。實 際 上 二 ・・最 モ危 瞼 ノ少

イ、操 作 ノ簡 軍 ナ ル静 脈 性 腎孟 撮 影 法 ノ使 用 ガ腎 臓 結

核 診断 上大 切 ナ ル コ トナ リ。

腎 孟 撮 影法 二依 リテ 膀 胱 尿 内 二 結 核 菌 ヲ 謹 明 シ得 ル

例 二於 テ ノ・局 所 診断 ヲナ シ得 ル モ ノ ニ シテ、倫 ホ尿 中

二結核 菌 ヲ詮 明 セ ズ トモ 本 方 法 一 ヨ リテ 腎 臓 機 能 低

下 ヤ膿 尿 ト共 同 ニ テ腎 臓 結 核 ヲ診 断 シ 得 ノレモ ノナ リ。

從 ツ テ腎孟 撮 影 法 ノ使 用 ニ ヨ リテ 手 術 前 ノ 尿 中結 核

菌 ノ槍 出 ヤ動 物試 験 ニ ヨル 結 核 菌 謹 明 ノ 興 味 ヲ消失

ス ル モ ノ ・如 〃思 ・・ル 。

Jroell(1936)・ ・4例 、Sinz(1935)モ4例 ノ未 ダ 菌 ヲ獲

見 ン得 ザル モ ノニ シテ 腎 孟撮 影法 ニ テ 腎 蓋 ノ鉄 損 ヤ

墾形 ノ ミニ テ ノ早 期 手 術例 ヲ報告 セ リ。Sinzハ 此1

方 法 ニ ヨ リ動 物 試 験 ノ結 果 ヲ 待 ツ コ トナ シニ 手 術 ヲ

ナ シ得 テ、 貴 重 ナ ル時 間 ノ 空 費 ヲ 防 グ 利 盆 ア リ ト言

ヘ リ。Uebelh6r(1936)ノ ・Sinz二 反 封 シテ 此 ノ報告

・・非 常 二危 瞼 ニ ジテ 大 ナ ル 犠 牲 ヲ 招 〃 モ ノナ リ ト言

フ.之 二關 ス ル興 味 アル 報告 例 ア リ。

26歳 ノ肺 結 核 及 ビ關 節 結 核 アル 男 子 、膀胱 症 状 ア リ、

尿 楓 濁 、膿 尿 、 尿 中大 腸 菌 ヲ見 ル モ結 核 菌 ナ シ。

膀 胱 鏡 所 見:左 側 輪 尿 管 口螢 赤腫 脹 ス、色 素排 泄蓬 延

ス 。
ノ

静脈性腎孟 撮影:左 側輪 尿管 ノ間隙 ナキ 充満及 ビ 上

腎蓋端 ノ不明瞭。

該 所見 ニ ヨリテ左側腎臓結核 ナ リ ト確信 シ腎臓摘出

ヲ行ヘ リ。

病理解剖學的診断 ニテ 嚢胞性腎孟並 二 輪尿管炎 ナ リ

キ。

斯 ル例 二於 テ小結節 ヤ嚢胞 ニ ヨリ腎蓋像 ノ不 明瞭 ヲ

來 スモ ノニ シテ腎臓結核 ノ早期 ヲ疑 ・・セルモ ノナ リ。

1929年Ask-Upmark・ ・5例 ノ若年性悪性穎粒状萎縮

腎 二於テ腎孟 盲端 が棍棒状 二膨隆 シ、腎孟撮影上結核

ヲ思 ・・ス像 ヲ現・・ス ト報告 セル ハ面 白キコ トナ リ。

1933年Ostlingモ 非結核性 ノ腎蓋振 張二際 シ、 腎孟

撮 影上結 核 ヲ疑 ハス如 キ形態 ヲ トレル 例 ヲ経験 セ リ。

彼 ノ症例 中1例 ハ腎臓結核 ノ診断/下 二手術 サ レタ

リ。本診 断 ハ腎孟撮影 上腎臓下極 ノ萎縮、該部 ノ線 條

石友沈 着及 ビ該腎蓋/不 充分 充浦 ノ3貼 ニ ヨルモ ノ

ニ シテ・摘出標本 ニテハ腎下極 二萎縮 ア リテ
、 コノ部
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分 二空 洞 ヲ見 、 コ ノ空洞 ハ 腎 蓋 ニ ヨ リテ 腎孟 ト交 通

ス 。 腎孟 粘 膜 二 ・・慢 性 炎 症 ア ル モ結 核 所 見 ナ シ。

著 者 モ 同様 二腎 蓋 ノ遠 心 端 ノ 披 張 ア リテ 腎 孟 撮 影 上

結 核 ヲ思 ・・ス 像 ヲ示 セ ル3例 ヲ記 載 セ リ。

以 上 ヲ綜 台 スル ニー般 二 腎孟 撮 影 法 ノ ミニ テ 腎 臓 結

核 ノ診 漸 ヲ附 ス ル コ トナ ク、他 ノ泌 尿 器 科 的 ノ検 査 方

法 例 之 尿 分 析 、 膀 胱 鏡 検 査 、輸 尿 管 「カテ ー テル 」描 入

法 、腎 臓 機能 検 査 及 ビ結 核 菌 ノ検 出等 ニ ヨ リテ診 断 サ

ル ル コ トが最 モ重 要 ナノレコ トナ リ。

(阪 大 皮尿 科 若 杉 長 門 抄)

結 核 菌 排 泄 二特 別 ノ 注 意 ヲ 梯 ヒテ1腎 膿 結 核 被 手

術 者 ノ運 命 二就 テ

(HerbertWeber:DasSchicksalderwegenNiere・

ntuberkuloseOperiertenunterBerlickSichtigungder

Tuberkelbazillenausscheidung(Zeitschrift血rUrolo-

gie.Band32,Heft2,1938)

腎臓 結 核 被 手 術 患 者 ノ將 來 二就 イ テ ・・Israel.Pages,

B6ckel,Wildbolz等 ノ 多 ク ノ報 告 アル モ、 既 二10

籔 年 ヲ経 過 セル タ メ、 検 査 方 法 精 密 トナ リ、特 二排 泄

性 腎孟 撮 影 法 ノ完 成 、結 核 菌 培養 操 作 ノ・大 イ ニ進 歩 セ

ル 今 日 二於 テ ノ吾 人 ノ成 績 ト 比較 スル ノ・意 味 ナ キ コ

トニ非 ズ ト思 考 サル 。爾 ホ 同時 二手 術 後 ノ種 々 ノ検 査

成 績 ノ・肚 會 的見 地 ヨ リシ テ モ債 値 アル モ ノナ リ。

一 般 二疾 病 ノ 永 久 治癒(Dauerheilung)bノ ・如 何 ナ ル

コ トカ ヲ決 定 ス ル ハ、殊 二結 核 性 疾 患 二 際 シテハ 非 常

二 困難 ナ コ トナ リ。造 尿 臓 器 結 核 ノ永久 治癒 二關 シテ

ノ・次 ノ事 ガ充 サ レ ネ バ ナ ラ ヌ.

1)尿 ・・持 績 的 二 少 クbモ3年 間膿 球 及 ピ 結 核 菌 ノ

存 在 ヲ見 ザル コ ト。

2)膀 胱 及 ビ 腎 臓 以 外 ノ総 テ ノ結 核 病 竈 ガ 静 止 歌 態

ニ アノレコ ト。

腎 臓 結 核 ノ厄 介 ナル 合 併 症 ト シテ 往 々生 殖 器結 核 ア

リ。Wildbolzノ 統 計 ニ ヨル ニ泌 尿 生 殖 器 結 核 ヲ有 ス

ル 男 子 ノ死 亡 率 ノ・25%ニ ジ テ、 腎 臓 結 核 ノ ミ ノ場 合

ハ6・6%ナ リ。 同様 ナル 關 係 ・・完 全 治 癒 二就 イテ モ 言

ノ・v、 腎 臓 結 核 ノ ミノ場 合 ニ ハ86%が 完 全 二 治 癒 ス

ル モ泌 尿 生 殖 器 結 核 ノ際 ニ ノ・43.2%ヲ 治 癒 ス ル ニ過

ギ ズ ト言 フ。 共 他 腎 臓 結 核 ノ永 久 治 癒 ノ・Legueuu.

Chevassu75タo 、Israel63.8%、Suter61.5%ナ リb。

腎 臓 結 核 二 引績 イ テ ノ死 亡 率 ・・Lembke5.7%(1919)

Fedoroff1.1%(1920)、K廿mmell7タ 。で1923)、Wild'

bolz2.4%(1924)ナ リキ。
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腎臓結核手術後尿 中 ヨリ/結 核菌 清失 二 關スル 正確

ナノレ楡 査 ヲ行 へruノ・Israelニ シテ、彼 ・・被手術患者

尿 ヲ動物試験 ニテ検 シ63.8%二 於 テ無菌 ヲ詮 明 セ リ。

一 般 二尿 中へ結核菌 ノ排 出スル ヲ結 核菌尿 ト言 ヒ、廣

義結核菌 尿 ト・・泌 尿生殖 器結核竃 ヨ リノ菌排 出 ヲ言

ヒ、狭義結 核菌尿 ト・・外観上健全 ナル叉 ノ・非結 核性攣

化 ヲ來 セル 腎臓 ヲ通過 シテ菌 ヲ尿 中二 排 出ヌル コ ト

ナ リ。

被手 術患者 ニテ尚 ホ結核菌 ヲ槍出 シ得ル場合、ソ ノ歯

ノ起 原 ヲ確 カムベキナ リ。 ソノ際次 ノ場所 ガ 考ヘ ラ

ノレ。

1)膀 胱 ヨリ

2)他 側腎臓 ヨ リ

3)輸 尿管断端 ヨリ

4)生 殖 器結核 ヨ リ(殊二男子 二於 テ)

5)他 ノ泌尿 生殖 器以外 ノ結 核竈 ヨリ(帥 チ狭 義結核

菌尿 トジテ)

吾人 ハ腎臓結 核手 術患者20例 ヲ経験 シ、 中5例 ・・死

亡 シ、(死 亡例 中2例 ノ・尿毒 症、1例 ハ粟粒結 核、1

例 ノ・肺結核、1例 ・・原 因不明)、1例 ハ手術後 ノ槍査

不 可能 ニ シテ、残 ル14例 二就 イテ手術後 完金 ナル調

査 ヲ行ヘ リ。

此 ノ14例 ニテ手術後結核菌 ノ検 出二・・ア ラユル努力

ヲ彿 ヒ、150回 モノ菌培養試験成績 ヲ顧 慮 シタル結果 、

10例 二於 テノ・常 二全 〃無菌 ニ シテ永久治癒 ノ胱 態 ヲ

示 シ、4例 ニテ・・長 ク菌 ヲ検 出 シ得 タ リ。4例 中2例

・・他側腎臓 ノ結核性攣化/タ メ ニ 完全 二 不良 ノ縛 蹄

ヲbリ 、他 ノ2例 ・・輪 尿管噺端部 ノ膿瘍 ヨ リノ菌排 出

ナル コ トヲ雲見 シ、適當 ナル治療 ニ ヨ リテ良数 ナル結

果 ヲ得タ リ。即チ吾人 ノ例 二於 テ・・全死 亡率 ハ5例 二

非 ズシテ實 二7例(=40%)ニ シテ、上記輪尿管噺端部

膿瘍 ヲ來 セル2例(=10%)ノ ・當初二 於テ ・・豫後 ヲ決

定 シ得 ザ リシモ後 二永久治癒 二算入 シタ リ。

最後 二腎臓結核 ノ、非常 二慢性 二経 過スル モ ノニ シテ、

國家、國民財産 二大 ナル員塘 ヲカケル モ ノナ レ・・、可

及 的速 二診断 サ レル コ トガ必 要ナ リ。爲 メ…ニー般開業

馨 二尿中 ノ結 核菌検出 ヲ手輕 二 可能 ナラ シムル 如 キ

設 備 ヲナヌ コ ト肝 要ナ リ。

腎臓結核被 手術患者 ノ・紅會衛 生上如何 ナ〃 注意 ヲナ

サル ベキヤ。 之 ノ・男 ト女 トみ ヨリテ 異 ナル モ ノナル

が、概 望テ激務以外 ・・差支 ヘ ナキモ ノナ リ。吾人 ノ材

料 ニ ツイテ言ヘ パ 腎臓結 核被 手術患者 二於 テ約6096
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ノ・永 久 二治 癒 シ、 残 リ約4Q%ハ 或 ハ 死 亡 シ、 或 ノ・病

弱 ニ シテ、此 ノ病 弱 者 ガ 國家 杜 會 二員 憺 ヲ及 ス コ ト甚

ダ大 ナ ル モ ノナ リ。(阪 大 皮 尿 科 若 杉 長 門抄)

泌 尿 生 殖 器結 核 呂 於 ケ ル 血 液 内Koch氏 菌 培 養 二

就 テ

TiborRemete(Budapest):ZurFragederKoch。

BazillenzifchtungausdemBlutebeidentubereu16・

senErkrankungenderHarn・undGe§chl㏄htsorgane

(ZeitschriftftirUrologischeChirurgieundGynaek-

ologie43,Band.Heft.1)

結 核 菌 ヲ血 液 ヨ リ培 養 セ ソ ト 企 テノγ病 理 學 者 ヤ 臨 殊

署 家 ガ漸 次 培 加 セ ンrトスノγ際 二L6wenstein及 ビ ソ ノ

ー 門 ノ人 々 ト追 試 者 トノ間 二 結 果 二 於 テ 甚 ダ シ キ 封

立 ア ル ヲ想 起 ス ル。

L6wenstein・ ・1932年 迄=9000例 中2592例 二於 テ結
ら

核 菌血症 ヲ謹 明セ リ。個 々 ノ疾 患 二就 イテノ・勿論 各
コ

種 結 核 ノ際 二25%-100%ノ 高 李 二i結核 菌 血 症 ヲ見 ル

モ、伺 ホ此 ノ外 二今 日吾 人 ノ見 解 二於 テ ノ・結 核 ト全 ク

關 係 ナ シ トサル ・疾 患例 之 「ロ イマ チ ス」性 多 獲 性 關

節 炎 等 二於 テ モ相 當 高 率 二 結 核 菌 血 症 ヲ謹 明 スル ト

言 ヘ リ。

共 後 コ ノ結 果 二刺 戟 サ レテ 追 試 者 績 々 ト現 ノ・レ、培 養

方 法 ・・L6wenstein研 究 所 二於 テ彼 自身 ヨ リ親 シ ク

教 ヘ ヲ受 ケ タ モ ノ ヲ用 ヒ タノレニ拘 ラ ズ、結 果 二於 テ・・

彼 ノ如 キ高 キ 陽性 卒 ヲ 得 ズ寧 口 陰 性 トナル コ ト 屡 く
Q

ナ リ。

L6wenstein派 ニ ヨル ト病 理 學 的 ニ モ 臨 抹 的 ニ モ全 ク

縁 遠 キ疾 患 例 之 「nイ マ チス 」性 關 節 炎 、 多 登 性 硬 化

症 、 舞 踏 病 、 早 獲 性 擬 呆 、精 紳 乖 離 症 、 氣 管 枝 性 喘 息

等 二於 テ可 ナ リ高 卒 二結 核 菌 血 症 ヲ見 、從 ツ テ是 等 疾

患 ヲー ツ ノ病 因 二蹄 セ ソ トシ、叉 多 號 性 關 節 炎 ノ際 或

ル モ ノニ 於 テ ノ・結 核 菌 血 症 ヲ見 ル モ 、或 ル モ ノニ於 テ

ノ・之 ヲ見 ザ ル ・・從 來 臨 脈 上 ニ モ 組 織 病 理 學 的 ニ モ分

離 シ得 ザル モ ノニ 何 等 カ ノ 立脚 黙 ヲ 與 ヘ タ ル モ ノ ト

ノ見 解 ヲ抱 キ タ リ。

Lichtenstern二 依 レバ結 核 菌 血 症 ノ・泌 尿 生殖 器 結 核 二

於 テ早 期 診 漸 ヲ確 立 スル モ ノニ シテ 、結 核 ノ完 全 治 癒

ノ・結 核 臓 器 除 去 ニ ヨ リテ達 セ ラル ・モ ノニ 非 ズ シテ、

尿 、血 液 中 二結 核 菌 ヲ謹 明 セ ザル ニ到 リテ始 メ テ達 セ

ラ レタ ル モ ノナ リ ト言 フ。

吾 人 モ之 が追 試 ヲ試 ミタル モ逡 憾 乍 ラ100%陰 性 ノ結

果 ヲ得 、 次 ノ結 論 二到 達 セ リ。
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1)泌 尿 生 殖 器 殊 二 腎臓/奔 馬 性 結 核 ノ 際 二 結 核 菌

血 症 ノ謹 明 ハ不 成 功 二終 レ リ。

2)泌 尿生 殖 器結 核 臓 器摘 出 後 長 期 二痩 管 ヲ 遺 幾 セ

ル場 合 ニモ 同様 二陰 性 ナ リキ。

3)上 記ニ ツ ノコ トニ ヨ リ、結 核 菌血 症 ヲ泌 尿 生殖 器

結 核/早 期 診 漸 ノー 助 トナ ス ヲ得 ズ。

(阪 大 皮 尿 科 若 杉 長 門 抄)

泌 尿 生 殖 器 結 核 竈 ノ非 進 行的 條 件

GilbertJ.Thomas,Thos.J.Kinsella,Theodore,

L.StebbinsandC.K.Petter:Factorsfavoring

non-progressionofcertaintuberculouslesionsofthe

urogenitaltract(TheJournalofUrologyVol.39,

No.2,February,1938)

結 核 ノ・他 ノ外 科 的 手術 ヲ必 要 トス ル疾 患 ト異 リ、症胱

ノ存 在 スル 器 官 ニ ノ ミ局 限 性 二存 スル モ ノニ非 ズ、殊

二泌 尿 生 殖 器 結 核 ハ第2次 、第3次 的病 竈 ナ リ。 次 二

泌 尿 生 殖 器系 統 ノ限 局 サ レタ ル 結 核 部 位 ヲ 治 癒 二導

ク要 素 二付 イテ述 ベ ン トス。

留 質 療 法

患 者 ノー 般 状 態 ヲ改 善 スル ニ ノ・、特 二結 核 ヲ有 スル 場

合 二 ・・臥 脈 安 静 ヲ トラ シ メ、廣 ク衛 生的 囁 生 ヲマ モ ラ

ジ ムル ヨ リ優 レタル コ トハナ イ。本 療 法 ハ次 第 二培 悪

ス ル 肺 結 核 患 者 ヤ、肺 臓 以 外 ノ結 核 例 之 骨 結 核 ヤ關 節

結 核 ノ際 ニモ 屡 く或 ノ・軍 掲 ニ テ 或 ハ 外 科 的 療 法 ト共

同 ニ テ用 ヒ ラ レタ リ。泌 尿 器 科 ノ專 門 家 ハ此 ノ補 助 的

盟 質 療 法 ヲ利 用 スル コ ト遅 ク漸 ク最 近 二 到 リテ 使 用

シタ リ。實 際 外科 的 手 術 ノ不 可 能 ナ ル 他 ノ部 位 ノ結 核

二i封 シ鵤 質 療 法 ヲ、行 フ コ トニ ヨ リ 泌 尿 生殖 器症 状 良

数 トナ リ途 二 ・・症 状 完 全 二消 失 シタル 例 ヲ経 験 セ リ。

全 身状 態 ノ良 好 ナル 者 ニ テ ノ・腎臓 内 ノ 破壊 的結 核 竈

ノ病 髪 進行 へ極 メ テ徐 々ナル モ ノニ シテ、腎臓 結 核 ト

認 メ ラ レ・テ以 來14年 ニ シテ結 核性 膿 瘍 ノ最 大 直裡1

糎 ヲ超 エ ザ リシ例 ア リ。兎 二 角今 日テ ・・外 科 的手 術 ノ

不 可能 ナ 患者 ヤ 腎 臓摘 出後 残 留 腎 臓 二 結 核 ア ル 患 者

二本 療 法 ヲ使 用 スル コ トハ必 要 ナ コ トナ リ
。

光線 療 法

本 法 ノ・肺 臓 以 外 ノ結 核 トシテ ノ・骨 及 ビ 淋 巴 系 結 核 二

有 数 ナ リ、 創 面 ノ肉 芽 組 織 ニ モ有 数 ナ リ、泌 尿 生 殖 器

結 核 ニ モ髄 質 療 法 ト共 同 ニ テ 好 結 果 ヲ 與 ヘル モ ノナ

リ。

他 所 結 核 竈 療 法

腎 臓 以 外 ノ他 ノ部 位 ニ モ 結 核 竈 ノアル 場 合 ニ ハ 治 療
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ノ・最 モ困 難 ナ リ。現 在活 動 セル 肺 結 核 アル 際 ニ ハ ソ レ

ガ静 止 ヌ ル 迄 ・・外 科 的 手術 ・・避 クベ キ ナ リ。併 シ緊 急

ヲ要 ス ル 場 合 二 ・・最 モ障 碍 ヲ少 ク シテ遂 行 シ、手 術 後

肺 臓 二封 シテ ハー 般 饅 質療 法 ヲ充分 二行 フ。肺 臓 以 外

ノ結 核 ・・肺 結 核 ノ療 法 二準 ジテ行 ヘ バ 可 ナ リ。

熱

泌 尿 生殖 器結 核 二・・熱 ノ利 用 ガ明 二 有 数 ナル 例 ア リ。

結 核 性 副 睾丸 炎 ノ温 熱貼 用 ヤ坐 浴 ハ 疾 痛 ヲ 緩 メ 腫 脹

ヲ退 行 セ シ ム。全 勇状 態 ガ許 サル ・ナ ラ バ坐 浴 ・・揖 護

腺 結 核 ヤ膀 胱 結 核 二用 ヒ テ数 果 ア リ。

膿 瘍 ノ排 膿 管

他 ノ化 膿 性 疾 患 ト同 様 二 結 核 性膿 瘍 ノ 場 合 ニ モ 排 膿

ス ル コ ト・・大 切 ナル コ トナ リ。副 睾 丸結 核 ニ テ膿 瘍 ア

ル 時 ニ ノ・切 開 シ テ排 膿 ス レバ 直 二良 好 トナル 。掘 護 腺

膿 瘍 ニ テ ノ、一 般 ニ ハ尿 道 掘 護 腺 部 二 注 グモ ノナル モ、

屡 く表 在 性 二進 ミ直 腸 二破 レ、2次 的 感染 ニ ヨ リテ不

幸 ナル轄 臨 ヲ トル コ トア リ。 腎臓 周 園 膿 瘍 ヘ ソ レが

結 核 性 ニテ モ 、非 結 核 性 ニ テ モ 泌尿 生殖 器結 核 患 者 二

起 リタ ル場 合 二 ・・直 二 外科 的 排 膿 必 要 ナ リ。輪 尿管 閉

鎮 ・タ メ2次 的 感染 ニ ヨ リ敗 血症 ノ如 キ 症 状 ヲ來 ス

コ トア リ、コ ノ際 ニ ハ膿 瘍 ハ腎 臓 自 勇 二限 ラル ・故 可

及 的速 二腎臓 摘 出手 術 ヲ行 フ ベ キナ リ。

外 傷 及 ビ2次 的 感 染 ノ廻 避

結 核 部 位又 ・・ソ ノ附 近 二 外 傷 ヲ 加 フル コ ト・・努 メ テ

避 ク ベ ク、膀 胱 鏡 ヤ輪 尿 管 「カ テ ー テル 」ノ・外 傷 ヲオ コ

サ ザル 様 極 メ テ注 意 深 ク行 フ コ ト肝 要 ナ リ。撮 護 腺 ヤ

輸 精 管 ノ「マッサ ー ヂ」ハ不 可 ナ リ。 結 核 病 竈 ヘ ノ2次

的 感 染 ハ疾 患 ノ性 質 二 墾 化 ヲ來 シ 分 泌 物 ヲ 培 加 シ全

勇 ノ敗 血 症 ヲ モ 招 來 スル ニ 到 ル コ トア レバ 絶 封 二避

ク ベ シ。

要 之 、上 記各 療 法 ニ ヨ リテ 泌尿 生殖 器結 核 ニ テ苦 メ ル

患 者 二恢 復 ノ機 會 ヲ與 へ、 氣 分 ヲ爽 快 ニ シ、ヨ リ長 〃

生 命 ヲ保 タ シメ 得 ル モ ノナ リ。

(阪 大 皮 尿 科 若 杉 長 門抄)

家兎 呂於 ケ ル實 験 的 生 殖器 結 核 二就 テ

RobartA.MooreandJ.J.Smith:Experimental

genitaltuberculosisintherabbit(TheJournalof

UrologyVol.39,No。3,March,1938)

男 性 生殖 器結 核 ノ病 因 二付 イ テ ・・臨 脈 上 、 形 態 學 上、

或 ノ・實 験 上 、 ソ ノ蔓 延 ガ上 行 性或 ノ・遠 睾丸 性 気Testif-

ugal)即 チ副 睾 丸 ヨ リ撮 護腺 へ 傳 染 スル カ、 叉 ハ下 降

性 或 ノ・求 睾 丸 性(Testipetal)即 チ掻 護 腺 ヨ リ 副 睾 丸 へ
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櫨 ル カ ヲ決 定 ス ル タ メ ニ 観 察 ノ封 象 トナル モ ノ ナ),。

1911年GeorgeWalkerノ ・鳥 結 核 菌 ヲ家 兎 二注 射 セ

ル モ ノニ於 テ、 撮 護腺 二注 射 シ タル14例 ニテ ハ9例

ノ・撮 護 腺 ソ ノモ ノ ・結 核 ヲ オ コ シ、5例 ハ精 嚢 二、1

例 ・・副 睾 丸 二、12例 ・・腎 臓 皮 質 部 二、4例 ハ脾 臓 二、

8例 ハ肺 臓 二結 核 ヲ オ コ セ リ。叉 副 睾 丸 二注 射 シタ ル

6例 中1例 ニ テ ハ揺 護 腺 結 核bナ リ、大 動 脈 内 二注 射

le7v31匹 ノ家 兎 ニ テ ハ振 護腺 結 核7例 、 副 睾 丸 結 核

5例 、輪 精 管 結 核2例 ナ リキ。

Walkerノ ・Baumgarten,Kraemerナ ドノ遠 睾 丸説 ノ

理 由 及 ビTeutschlanderナ ドノ求 睾 丸訊 ノ理 由 ヲ簡

輩 二蓮 ベ タ リ。

方 法

熱 ヲ以 テ殺 菌 セ ル結 核 菌 ヲ 繰 返 ン 注 射 シテ 感 作 セル

家 兎 二、鳥 結 核 菌 ノ少 量 ヲ掘 護 腺 及 ビ副 睾 丸 二注 射 ス

ル モ ノニ シテ、抗 禮 ノ・食 唖 水 ニ テ稀 繹 シ1蛯 内 二1種

含 マル ・如 ク ナ シ、60。Cニ テ30分 間 熱 ジ、0.35%ノ

割 二 「〃 レ ゾール 」ヲ加 ヘ テ 製 作 セ リ。 各 動 物 二 最 初

0.2選i宛7同(1.4彪)、 次 二各 週0.2竈 宛5同(総 全 量

2.4睡)ヲ 注 射 シ、5日 目 二 「ツ ベ ル 〃 リン」反 慮 ヲ見 タ

リ。

最 後 ノ注 射 日 ヨ),7--8日 目二 開腹 ・y、張 力 ナ ル 鳥 結

核 菌0.OOOOIEII(菌 数50.000)或 ノ・0.OOOOsVe(菌 倣

10.000)ヲ 撮 護 腺 右 側 分 葉 或 ・・右 側 副 睾 丸 頭 部 二注 射

シ、尚 ホ之 ト同様 ナ ル方 法 ニ テ健 常 ナ ル 動 物 ニ モ封 照

ト ジテ注 射 セ1}。

結 果

家 兎 二於 テ ・・感 作 作用 ・・生 殖 器 結 核 二 著 明 ナ ル 影 響

ヲ與 ヘ ル モ ノ ナ リ。健 常 即 チ非 感 作 家 兎 ニ テ ノ・健 常組

織 ヲ破 壊 シ、廣 大 ナル 乾 酪 墾性 ヲ來 ス傾 向 ア リ。 副 睾

丸 内 注 射 後 二 ・・正 常 家 兎 ニ テ ハ、副 睾 丸 ノ・正 常 ノ5倍

絵 ニ モ ナ リ、楡 精管 ハ 肥 厚 シ、 粘 膜 面 ニ ハ無 数 ノ結 節

ヲ 見、撮 護腺 ト輸 精 管 ノ・原 形 ヲ失 ヒ、 乾 酪 様 物 質 ヲ入

レタ ル嚢 ヲ形 成 セ リ。 反之 、感 作 家 兎 ニ テ ハ注 射 部 位

ノ病 竈 ・・小 サ ク繊 維素 沈 着 ヲ來 ス傾 向 ア リ、乾 酪 髪 性

ナ ド極 メ テ稀 ナ リ 副 睾 丸 内」三射 ノ場 合 二 ・・楡 精 瞥 ヤ

掘 護 腺 ・・全 〃 正常 ナ リ。人間 ニ テ ・・生殖 器 結 核 ハ 肺 結

核 二嫡 登 ス ル モ ノニ シテ、感 作 サ レタ ル モ ノ ト見 ラル

ペ 〃、從 ツテ遠 睾 丸 性 播 種 ・・オ コ ラザル モ ノ ト考 へ う

ル 。振護 腺 内注 射 ニ テ モ 健常 或 ・・非 感 作 家 兎 ニ テ ハ廣

大 ナ ル乾 酪 愛 牲 トナ リ感 作 家 兎 ニ テ ハ 繊 維 素 沈 着 著

明 ナ リ。,
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2匹 ノ健 常 非 感 作 家 兎 ニ テ 右 側 副 睾 丸 内 二 注 射 シタ

ル ニ撮 護 腺 二振 リテ乾 酪 攣 性 ヲ オ コ ・y、1匹 ノ非 感 作

家 兎 ニ テ撮 護 腺 内 二 注 射 セ ル モ ノ ニテ ハ 左 側 睾 丸 内

二小 乾 酪 攣 性 部 位 ヲ見 タ リ。帥 チ 健 常 或 ノ・非 感 作家 兎

ニ テ ハ強 力 ナ ル結 核 菌 ヲ撮 護 腺、副 睾 丸 内 二注 射 セル

際 二 上行 性 、遠 睾丸 性 蔓 延 ヤ、 下 行 性 求 睾 丸 性 播 種 共

二存 在 ス ル モ ノナ リ。

感 作 家 兎 ニ テ ノ・人 間/生 殖 器 二於 ケル ト同様 二 、結 核

・・絵 リ蔓 延 セ ズ、 乾 酪 墾性 少 ク、繊 維 素 沈 着 著 明 トナ

ル モ ノ ナ リ。.(阪 大 皮 尿 科 若 杉長 門 抄)

泌尿 生 殖 器結 核 診 漸 的 操 作 蛇 二 外 科 的 虚 置 ニ ヨ

ル 合 併 症

RoyB.HenlineandJamesL.Bray:Urogenital

TuberculosisComplicationsfollowingdiagnosticand

surgicalprocedures(TheJournalofUrologyVol.

39,No.4April1938)

泌 尿 生殖 器 結 核 ノ診 噺 上 ノ操 作 ヤ 外 科 的 塵 置 二 引 キ

績 イテ、叉 ・・1ケ 月或 ・・年 籐 ヲ輕 テ結 核 性 拶 膜 炎 ヤ、

粟 粒結 核 ヤ 肺 結 核 ガ起 ル コ ト屡1ア リ。此 ノ際 二是 等

ノ威 置 ト致 命 的 結 核 性 疾 患 トノ間 二 密 接 ナ ル 關 係 ア

リ ト假 定 ス ル ・・當 然 ノ コ トナ リ。而 シテ 泌 尿 生 殖 器 系

統 二何 等 カ ノ操 作 ヲ 加 ヘ ル コ トニ ヨ リ結 核 性 磯 膜 炎

ヤ急 性 肺 結 核 ヤ粟 粒 結 核 ノ登 展 上 二 多 少共 二 影 響 ヲ

與 ヘ ル コ ト・・可 能 ナ ル コ トナ リ。

併 シー 般 二尿 路 ノ疾 患 二 ・・膀 胱 鏡 ヤ 腎孟 撮 影 法 ・・屡

く使 用 セ ラル ・モ ノナ ル モ、籐 リ敗 血症 ヤ鵬 膜 炎 等 ヲ

惹 起 セ ザノレコ トハ 、是 等 ノ操 作 が結 核 菌 ノ播 種 二大 ナ

ル 役 割 ヲナ ス モ ノニ非 ザル ヲ示 ス。

泌尿 生殖 器結 核 ニ ヨル 直接 ノ 死 亡 卒 ハ 割 合 二 小 ナ リ

(2-3%)。 併 シ2-5年 後 ノ死 亡 率 ハ20-40%ニ モ上

ル。JuddandScholl・ ・863例 ノ 腎 臓 摘 出 患 者 中直

接 手 術 ニ ヨル 死 亡 率 ・・2.7%、 併 シ4年 後 ニ ノ・191例

郎31.2%ノ 死 亡 牽1・ ナvリb報 告 セ リ。 死 亡 ノ原 因

ノ・粟 粒 結 核22例 、 肺 結 核12例 、 結 核 性脳 膜 炎5例 。

Wildb・lzノ ・660例 ノ腎 臓 摘 出 患 者 中、直接 手 術 死2.2

--2 .5%、10年 間 ニ ハ40%死 亡 セ リ。是 等 死 亡 例 ノ牛

鍛 以 上 ノ・残 留腎 臓結 核及 ビ肺 結 核 ニ シ テ、少 数 ・・粟 粒

結 核 及 ビ結 核 性 鵬 膜 炎 ニ ヨル ト言 ヘ リ。

腎 臓 結 核 ヤ 生殖 器 結 核 二 績 螢 セル 結 核 性 月翻 莫炎 ニ ヨ

ル 多 ワ ノ死 亡 報 告 ア リ。之 ニモ 増 シテ泌 尿 生殖 器結 核

二績 登 セ ル 粟粒 結 核 ハ 多 〃報 告 セ ラ レタ リ。Turne!・

ヤRichandMcCardock・ ・診 噺 上 ノ操 作 ヤ 外科 的
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手 術 ノ結果結核 性贋 膜炎 ヲ起 セ リト述 ベタルモ、著 者

等 ハ色 々ノコ トヨ リ、決 ンテ外科 的手術 ヤ診 噺上 ノ操

作 ガ結核 性鵬膜 炎 ニ ヨル死亡 ヲ招來 スルモ ノニ非 ズ、

全 均結核 ノ漸 進的獲展 ノ結果死亡 セル モ ノナ リト信

ジタ リ。

尚 ホ著者等 ノ・膀胱鏡 ヤ 泌尿生殖器系統 ノ外科的塵 置

二緬 イテ死亡 セル7例 ノ患者 ノ病歴 ヲ詳言 シ、是等 ノ

患者・・1例 ノ外科的偶登事故 ヲ 除 イテ ハ泌尿生殖 器

的操 作ニ ヨリテ死亡 シタルモ ノニ非 ズ ト言 ヘ リ。

前述 ノ如 ク診噺上 ノ操 作ヤ 外科的虜置 ノ上 二 特別 ノ

注 意 が彿 ・・レタル場合、是等 ノ操 作 ガ全 均 ノ播種状結

核 ヲ來 ス が如 キ ノ・極 メ テ 稀 ナノレコ トニ シテ、是 等 ノ操

作 ノ・共 後 ノ死 亡 ニ ノ・殆 ソ ド何 等 ノ關 係 ナ キ モ ノナ リ。

泌 尿 生 殖 器 結 核 ヲ早 期 二診 噺 シ、之 ヲ除 去 シテ適 當 ナ

ル 署 療 的 監 督 ノ下 二置 カル ・際 、患 者 ヲ シテー 般 結 核

二封 ヌ ル 抵 抗 ヲ得 シメ、之 二依 ツ テ ノ ミ拶 メル 疾 患 ヤ

死 亡 ヨ リ救 助 シ得 ル モ ノナ リ。

泌 尿 器 的 ノ虎 置 ヲ加 へ〃 コ トニ ヨ リテ 結 核 ガ 播 種状

トナ リタ リ ト ノ報 告 ニ ヨク接 ス ル モ、 ソ レ等 ノ例 ヲ ヨ

ク研 究 ス ル 時 ニ ノ・死 亡/原 因 ノ・共 ノ操 作 ヲ 加 ヘル 前

二 既 二存 在 シ タ リ ト言 フ避 ケ難 キ結 論 二達 シタ リ
。

(阪 大 皮 尿 科 若 杉長 門 抄)
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